
広 報�広 報�

■発　行：対馬市　〒817-0022  長崎県対馬市厳原町国分1441番地�
　　　　　　　　　TEL0920-53-6111  FAX0920-53-6112  �
　　　　　　　　　E-mail  tsushima@city-tsushima.jp　http://www.city.tsushima.nagasaki.jp�
■印　刷：（資）厳原印刷所�

アジアに発信する歴史海道都市

◆主な内容◆◆主な内容◆
2�

4�

7

11�

14�

17

アジアに発信する歴史海道都市

○人口○人口・世帯数世帯数（平成18年9月末現在）�

　男

　女

合　計

世　帯　数

人
　
口

19,031人

19,920人

38,951人

15,947世帯

○人口・世帯数（平成18年9月末現在）�

■発　行：対馬市　〒817-0022  長崎県対馬市厳原町国分1441番地�
　　　　　　　　　TEL0920-53-6111  FAX0920-53-6112  �
　　　　　　　　　E-mail  tsushima@city-tsushima.jp　http://www.city.tsushima.nagasaki.jp�
■印　刷：（資）厳原印刷所�

第3回対馬市議会定例会…

対馬ちんぐ音楽祭 2006…

秋の交通安全運動…………

ヘルスメイトコーナー…

イノシシ対策に関するお知らせイノシシ対策に関するお知らせ…

わがまち再発見！………

第3回対馬市議会定例会…

対馬ちんぐ音楽祭 2006…

秋の交通安全運動…………

ヘルスメイトコーナー…

イノシシ対策に関するお知らせ…

わがまち再発見！………

No.32No.32

 

こ
れ
ぞ
、

こ
れ
ぞ
、練
習
の
成
果
！

練
習
の
成
果
！�

　
　
　
　
　
佐
須
中
学
校
体
育
祭

　
　
　
　
　
佐
須
中
学
校
体
育
祭�

1010

 

こ
れ
ぞ
、練
習
の
成
果
！�

　
　
　
　
　
佐
須
中
学
校
体
育
祭�



「
対
馬
市
一
般
職
の
任
期
付
き
職

員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
」
の

制
定
に
よ
り
、
10
月
１
日
付
け
で

岩
佐
俊
彦
さ
ん
が
市
長
補
佐
官
と

し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
は
平
成
18
年
10
月
１
日
か

ら
の
３
年
間
で
対
馬
市
観
光
商
工

部
に
所
属
し
、
企
業
誘
致
・
観
光

振
興
を
担
当
し
ま
す
。

　
岩
佐
さ
ん
は
上
県
町
佐
須
奈
出

身
の
54
歳
。
大
手
旅
行
代
理
店
の

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
（
株
）
に

32
年
間
勤
務
し
、
提
案
型
企
画
旅

行
の
販
売
を
は
じ
め
、
オ
ラ
ン
ダ
、

サ
イ
パ
ン
で
の
８
年
間
の
海
外
赴

任
も
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
岩
佐
さ
ん
よ
り
ご
挨
拶

　
企
業
誘
致
は
雇
用
の
場
創
出
と

定
住
人
口
の
増
加
、
観
光
振
興
は

一
般
観
光
に
加
え
、
一
次
産
業
と

の
融
和
に
よ
る
体
験
観
光
と
産
業

観
光
を
促
進
し
て
流
動
人
口
の
増

加
を
図
り
、
経
済
の
活
性
化
を
目

的
と
し
た
大
変
重
要
な
役
目
を
担

当
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
役
目
を
果
た
す
に
は
、
在

籍
す
る
観
光
商
工
部
、
関
係
す
る

各
部
、
各
支
所
、
議
会
、
関
係
機

関
、
民
間
企
業
、
民
間
団
体
、
市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
並
び
に
ご
支

援
が
無
け
れ
ば
達
成
で
き
る
任
務

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

2

●
平
成
18
年
度
対
馬
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）�

　
歳
入
歳
出
総
額
に
３
億
4
,

6

0
0
万
円
を
追
加
し
、
今
年
度
の

一
般
会
計
予
算
総
額
が
３
３
９
億

4
,

9
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
対
馬
市
一
般
職
の
任
期
付
き
職

員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
制

定�　
特
に
必
要
と
さ
れ
る
業
務
に
つ

い
て
、
専
門
知
識
や
経
験
を
持
っ

た
民
間
人
を
任
期
付
き
職
員
と
し

て
採
用
す
る
も
の
で
す
。

●
対
馬
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任

命
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
消
防
団
員
の
定
員
を
2
,

1
0

0
人
か
ら
1
,

9
0
0
人
に
削
減

し
ま
し
た
。

●
対
馬
市
厳
原
自
動
車
教
習
所
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
教
習
場
の
管
理
を
指
定
管
理
者

に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

●
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て�

　
同
管
理
者
に
（
株
）
ま
ち
づ
く

り
厳
原
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
期

間
は
平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら
平

成
21
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
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　平成18年第３回対馬市議会定例会が９月19日から28日

までの会期で開会され、平成18年度対馬市一般会計補正予

算（第３号）など28件の議案が可決され、請願１件、陳情

２件が採択されました。�

平成18年　第3回�

対 馬 市 議 会 定 例 会�

　
対
馬
の
振
興
や
活
力
あ
る
島
づ

く
り
に
つ
い
て
の
政
策
提
言
機
関

と
し
て
昨
年
９
月
に
設
置
さ
れ
た

「
対
馬
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
東
京

会
議
」
の
第
５
回
目
の
会
合
が
、

９
月
４
日
、
美
津
島
町
の
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
内
で
開
催
さ
れ
る
の
は
昨
年

の
11
月
以
来
２
回
目
で
、
会
合
に

は
市
長
の
ほ
か
、
市
が
委
嘱
し
た

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
有
識
者
８

名
の
委
員
中
、
５
名
と
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
１
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
観
光
交
流
の
振
興
を

テ
ー
マ
に
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
議
で
の
主
な
提
言
内

容
と
し
て
、
「
観
光
交
流
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
市
、
民
間
レ
ベ

ル
い
づ
れ
で
も
よ
い
が
推
進
主
体

と
な
る
組
織
づ
く
り
が
ま
ず
必
要

で
あ
る
」
、
「
韓
国
に
近
い
と
い

う
こ
と
が
全
国
で
対
馬
だ
け
の
魅

力
に
な
る
。
日
韓
の
観
光
客
同
士

が
交
流
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

そ
の
こ
と
が
売
り
物
に
な
る
の
で

は
」
、
「
観
光
客
を
集
め
る
に
は
、

ま
ず
対
馬
の
住
民
が
外
に
出
て
集

ま
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
賑
わ
い

の
場
（
市
場
な
ど
）
を
つ
く
る
こ

と
が
大
事
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
会
議
は
、
今
後
２
回
開
催
予

定
で
、
来
年
２
月
の
最
終
回
を
も

っ
て
具
体
的
な
振
興
策
が
盛
り
込

ま
れ
た
提
言
書
が
ま
と
め
ら
れ
、

市
長
へ
報
告
さ
れ
る
予
定
で
す
。

活力ある島づくり方策へ向けて政策提言�
第５回対馬振興プロジェクト東京会議　開催�

　
任
期
付
き
職
員
に
採
用�

　
　
市
長
補
佐
官�

　
　
　
岩

佐

俊

彦
さ
ん�

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
内
容�



　
厳
原
町
樫
根
在
住
の
廣
田
幸
雄

さ
ん
（
81
歳
）
が
、
全
国
少
年
補

導
功
労
者
表
彰
で
、
警
察
庁
長
官

・
全
国
少
年
補
導
員
協
会
長
連
名

の
少
年
補
導
栄
誉
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
少
年
の

非
行
防
止
、
健
全
育
成
に
取
り
組

ん
で
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　
廣
田
さ
ん
は
昭
和
58
年
以
来
、

少
年
補
導
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、

現
在
は
対
馬
南
地
区
少
年
補
導
員

連
絡
協
議
会
の
会
長
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
受
賞
に
際
し
廣
田
さ
ん
は
、「
昭

和
58
年
当
時
と
比
べ
、
現
在
は
少

年
の
非
行
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と

が
一
番
嬉
し
い
で
す
」
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
対
馬
市
の
国
民
保
護
計
画
の
作

成
へ
向
け
て
設
置
さ
れ
た
対
馬
市

国
民
保
護
協
議
会
の
平
成
18
年
度

第
1
回
会
議
が
８
月
30
日
、
対
馬

市
消
防
本
部
会
議
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
議
に
は
、
対
馬
海
上
保
安
部

を
は
じ
め
、
陸
・
海
・
空
の
自
衛

隊
、
対
馬
地
方
局
、
郵
便
局
、
九

州
電
力
（株）
、
市
及
び
消
防
本
部
な

ど
各
方
面
か
ら
選
出
さ
れ
た
42
名

の
委
員
中
、
38
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
会
議
で
は
同
協
議
会
の
松
村
良

幸
会
長
が
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付

し
た
後
、
事
務
局
が
国
民
保
護
法

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
。
続
い
て

協
議
会
の
運
営
要
領
、
対
馬
市
国

民
保
護
計
画
素
案
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

■
対
馬
市
国
民
保
護
計
画
と
は
　

　
こ
の
計
画
は
、
平
成
16
年
９
月

の
「
国
民
保
護
法
」
の
施
行
に
伴

い
、
武
力
攻
撃
、
大
規
模
な
テ
ロ

等
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
住

民
の
避
難
や
救
援
な
ど
を
迅
速
・

的
確
に
行
え
る
よ
う
に
都
道
府
県

と
市
町
村
は
あ
ら
か
じ
め
作
成
し

て
お
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
市
で
は
、
協
議
会
の
他
に
広
く

市
民
か
ら
意
見
を
募
る
「
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
を
実
施
し
、
寄

せ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら

計
画
の
調
整
を
行
い
、
県
と
の
協

議
の
の
ち
平
成
19
年
２
月
に
は
計

画
を
決
定
。
３
月
に
は
市
議
会
へ

報
告
、
一
般
へ
の
公
表
を
行
う
予

定
で
す
。

　　
防
災
の
日
の
９
月
１
日
、
「
想

定
対
馬
地
震
に
お
け
る
災
害
対
策

研
究
会
」
が
市
消
防
本
部
で
実
施

さ
れ
、
県
地
方
局
を
は
じ
め
、
南

警
察
署
、
海
上
保
安
部
、
陸
上
自

衛
隊
、
市
及
び
消
防
本
部
の
６
機

関
の
関
係
者
約
30
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
研
究
会
は
関
係
機
関
の
連

絡
通
報
の
手
順
の
確
認
や
災
害
時

の
対
処
方
法
等
に
つ
い
て
研
究
を

行
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
出
来

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
研
究
会
で
は
、
２
０
０
６
年
９

月
１
日
、
午
前
10
時
頃
に
対
馬
西

岸
沖
３
km
の
海
上
で
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
6.0
の
地
震
が
発
生
し
、
豊
玉

町
水
崎
地
区
で
震
度
６
弱
の
地
震

が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
災
害

発
生
時
に
お
け
る
情
報
収
集
の
あ

り
方
や
海
上
か
ら
の
救
助
活
動
に

つ
い
て
な
ど
、
各
機
関
が
そ
れ
ぞ

れ
割
り
当
て
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ

い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
３
月
20
日
に
発
生
し
た
福

岡
県
西
方
沖
地
震
で
は
、
対
馬
で

も
震
度
４
を
記
録
す
る
な
ど
改
め

て
地
震
の
怖
さ
を
認
識
さ
せ
ら
れ

た
だ
け
に
、
発
表
に
も
熱
が
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
　
　
《
９
月
》

１
日
＝
市
政
説
明
会
　
（
久
田
）

２
日
＝
し
ま
自
慢
観
光
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
開
校
式

４
日
＝
入
札
監
視
委
員
会
、
対
馬

　
　
　
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
東
京

　
　
　
会
議

５
日
＝
バ
リ
ュ
ー
グ
ル
ー
プ
対
馬

　
　
　
展
視
察
　
　
　
（
福
岡
）

６
日
＝
市
政
説
明
会
　
（
一
重
）

８
日
＝
市
政
説
明
会
（
千
尋
藻
）

９
日
＝
対
馬
空
港
ま
つ
り

10
日
＝
老
人
ク
ラ
ブ
厳
原
支
部
ゲ

　
　
　
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

13
日
＝
厳
原
管
内
90
歳
以
上
の
方

　
　
　
へ
の
記
念
品
贈
呈

15
日
＝
陸
自
新
隊
員
課
程（
後
期
）

　
　
　
教
育
終
了
式

19
〜
28
日
＝
第
3
回
対
馬
市
議
会

　
　
　
定
例
会

26
日
＝
定
例
記
者
発
表

27
日
＝
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

　
　
　
ツ
大
会
、
四
季
の
会

29
〜
30
日
＝
外
務
省
訪
問（
東
京
）
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災
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廣
田
幸
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さ
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厳
原
町
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■
７
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
熱
演

　
11
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
年
、

日
本
か
ら
は
小
室
等
、
森
山
良
子
、

D
‐
51
、
そ
し
て
メ
ン
バ
ー
の
２

人
が
対
馬
出
身
者
の
H
i
‐
C
L

A
S
S
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の

ペ
ッ
プ
サ
ン
ズ
の
計
５
組
、
韓
国

か
ら
は
Ｗ
（
ダ
ブ
リ
ュ
ー
）
、
ラ

ブ
ホ
リ
ッ
ク
の
実
力
派
バ
ン
ド
２

組
が
出
演
。
海
を
バ
ッ
ク
に
設
け

ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
か
ら
は
日

本
語
、
韓
国
語
の
歌
声
が
心
地
よ

く
響
き
渡
り
ま
し
た
。

■
過
去
最
高
の
観
客
で
賑
わ
う�

　
開
場
は
午
後
３
時
40
分
。
受
付

に
は
開
場
の
前
か
ら
お
客
さ
ん
が

数
多
く
詰
め
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
音
楽
祭
は
、
夏
の
日
差
し
が
残

る
午
後
４
時
、
ペ
ッ
プ
サ
ン
ズ
の

演
奏
で
始
ま
り
ま
し
た
。
日
が
落

ち
、
辺
り
が
暗
く
な
っ
て
ゆ
く
に

連
れ
て
観
客
も
増
え
、
最
終
的
に

は
過
去
最
高
と
な
る
２
２
０
０
人

が
来
場
。
芝
生
広
場
を
埋
め
尽
く

し
ま
し
た
。

■
盛
り
上
が
っ
た
ス
テ
ー
ジ

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
舞

台
の
中
で
も
若
者
に
人
気
の
D
‐

51
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
は
、
ノ
リ
の

良
い
リ
ズ
ム
の
歌
に
合
わ
せ
観
客

が
総
立
ち
に
な
っ
て
声
援
を
送
る

な
ど
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
音
楽
祭
初
出
場
の
森
山

良
子
さ
ん
は
、
「
涙
そ
う
そ
う
」

「
さ
と
う
き
び
畑
」
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
曲
を
持
ち
前
の
歌
唱
力
で
歌
い

上
げ
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
の
最
後
は
出
演
者
全

員
で
、
ち
ん
ぐ
音
楽
祭
で
生
ま
れ

た
「
ち
ん
ぐ
ソ
ン
グ
」
を
観
客
と

一
緒
に
合
唱
。
会
場
が
一
体
感
に

包
ま
れ
な
が
ら
音
楽
祭
の
最
後
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

世
界
の
共
通
言
語
で
あ
る
音
楽
を
通
し
て
日
韓
両
国
の
友
好
を
深
め
よ
う
と
、
毎
年
８
月
下
旬
に
開
か
れ

て
い
る
「
対
馬
ち
ん
ぐ
音
楽
祭
」
が
、
今
年
も
８
月
26
日
、
美
津
島
町
の
対
馬
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
芝
生
広

場
で
開
催
さ
れ
、
日
韓
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
華
や
か
な
舞
台
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。�

会場には多くの観客が詰めかけました�

ステージの最初を飾ったペップサンズ�

対
馬
ち
ん
ぐ
音
楽
祭
　
２
０
０
６�

　
日
韓
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
競
演
に
熱
気
。
過
去
最
高
の
２
２
０
０
人
が
来
場
！�

�

音楽祭の最後をかざったアーティスト全員によるセッション�

観客と一緒に『ちんぐソング』を歌い盛り上がりました。�
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小室等さん　音楽祭には初回から出演し、もは
や欠かせない存在。「国同士が仲良くできる可
能性を対馬がこのコンサートを通して行ってい
ることに敬意を持っている。対馬のみなさんあ
りがとう」と話していました。�

森
山
良
子
さ
ん
　
デ
ビ
ュ
ー
曲
「
こ
の
広

い
野
原
い
っ
ぱ
い
」
を
は
じ
め
ヒ
ッ
ト
曲

を
熱
唱
。
対
馬
は
涼
し
い
で
す
ね
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
小
室
さ
ん
と
は
ア
マ
チ
ュ

ア
時
代
か
ら
の
お
友
達
だ
そ
う
で
す
。�

ラ
ブ
ホ
リ
ッ
ク
　
音
楽
祭
に
は
２
回
目
の

出
演
。
「
海
外
公
演
だ
と
緊
張
す
る
が
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
歌
え
た
。
１
回
だ
け
で

は
さ
み
し
い
の
で
１
日
２
回
公
演
に
し
て

は
」
と
提
案
。�

D-51　TVドラマの主題歌になった「NO MORE CRY」
等を披露。観客も総立ちで声援。沖縄出身の２人は、
「対馬はすごく沖縄に似ていてびっくりした。初めて来
た感じがしない」と感激の様子でした。�

Hi－CLASS　メンバーの糸瀬隆一さんと宮原清竹さん
は、共に上対馬町出身で上対馬高校の卒業生。�
　初めての出演となったちんぐ音楽祭の舞台で「帰っ
てこれて嬉しい。この音楽祭に出られたことが今でき
る最高の親孝行。さらにでっかくなって帰ってきま
す」と宣言しました。地元出身アーティストの今後の
活躍に期待し、みんなで応援しましょう！�

Hi-CLASS　メンバー紹介（左から）
「慎典」こと宮原慎典さん（ドラム）、「清竹」こと
宮原清竹さん（ボーカル＆ギター）、「ゆーじ」こと
中村祐司さん（ベース）、リーダーで「マッチョ」こ
と糸瀬隆一さん（ギター）

Ｗ
（
ダ
ブ
リ
ュ
ー
）
　
韓
国
の
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
。
音
楽

祭
初
参
加
。
レ
ベ
ル
の
高
い
演
奏

を
披
露
し
ま
し
た
。�

Hi-CLASS プロフィール�
　99年東京で結成。2000年現在のメンバーになり2004
年より活動の拠点を横浜に移し初ワンマンライブを12月
に成功させ、横浜インディーズ会で頭角を表す。�
　今年4月、自身初のマキシシングル「赤い金魚」を発表
し初の全国ツアーを成功させる。　11月には初のホール
コンサートを横浜市の鶴見会館にて行う予定。今最も横浜
インディーズシーンで期待されるアーティスト。�

きよたけ

きよたけ

きよたけみつのり みつのり
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一日救急隊長として活躍した�
井野貴之さん�

けが人の救助を行う救急隊員�

　
９
月
12
日
、
救
急
医
療
週
間

（
９
月
６
〜
12
日
）
に
合
わ
せ
救

急
業
務
の
実
態
と
救
急
医
療
へ
の

感
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
対
馬

市
消
防
本
部
が
、
救
急
車
の
模
擬

救
急
出
場
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
一
日
救
急
隊
長
と
し

て
鈴
木
石
油
（
株
）
の
井
野
貴
之

さ
ん
（
41
歳
）
が
、
救
急
隊
員
と

一
緒
に
救
急
車
に
乗
り
込
み
、
け

が
人
の
救
出
、
病
院
へ
の
搬
送
な

ど
救
急
業
務
を
体
験
。
ま
た
、
消

防
署
に
職
場
体
験
学
習
に
き
て
い

た
諫
早
養
護
学
校
高
等
部
２
年
の

初
村
利
己
さ
ん
（
17
歳
・
厳
原
町

久
根
田
舎
出
身
）
が
一
日
指
令
室

長
と
し
て
救
急
車
や
病
院
と
の
通

信
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

　
井
野
さ
ん
は
「
貴
重
な
体
験
を

し
て
非
常
に
為
に
な
り
ま
し
た
。

色
ん
な
人
に
経
験
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■
増
え
る
救
急
出
場
件
数

　
平
成
17
年
中
、
対
馬
市
の
救
急

出
場
件
数
は
１
４
９
１
件
（
前
年

比
72
件
増
）
で
、
一
日
平
均
約
４

件
で
す
。

　
搬
送
人
員
は
１
３
７
２
人
（
前

年
比
96
人
増
）
で
、
う
ち
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
は
57

・
４
％
で
し
た
。

　
事
故
種
別
で
は
全
搬
送
人
員
の

69
％
が
「
急
病
」
で
、
う
ち
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
割
合
が
58
・
１

％
で
し
た
。

　
し
ま
の
活
性
化
を
担
う
観
光
の

先
導
役
を
育
成
し
、
観
光
分
野
の

活
性
化
と
雇
用
の
創
出
を
目
的
と

し
た
平
成
18
年
度
対
馬
地
区
「
し

ま
自
慢
観
光
カ
レ
ッ
ジ
」
が
９
月

２
日
、
美
津
島
文
化
会
館
で
開
校

し
、
市
内
か
ら
39
名
の
受
講
生
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
は
、
県
下
の
離

島
、
県
、
県
観
光
連
盟
等
で
構
成

す
る
「
な
が
さ
き
『
し
ま
自
慢
』

観
光
人
材
育
成
協
議
会
」
が
主
催

し
た
も
の
で
受
講
料
は
無
料
。
内

閣
総
理
大
臣
認
定
の
「
地
域
再
生

計
画
」
３
ヶ
年
事
業
と
し
て
昨
年

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
活
躍
す
る
観
光
の
プ

ロ
を
講
師
に
招
き
、
観
光
ガ
イ
ド
、

商
品
開
発
ク
リ
エ
イ
タ
ー
な
ど
の

４
分
野
で
講
座
や
実
践
訓
練
が
行

わ
れ
、
計
７
〜
８
回
の
受
講
後
に

は
県
認
定
の
修
了
証
書
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

　
午
前
10
時
か
ら
始
ま
っ
た
第
１

回
目
の
講
座
に
は
、
田
舎
に
生
き

る
人
々
の
暮
ら
し
を
情
報
発
信
し

て
い
る
雑
誌
「
九
州
の
ム
ラ
」
編

集
長
の
養
父
信
夫
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
体
験
型
観
光
を
利
用
し
た

地
域
活
性
化
の
方
法
に
つ
い
て
講

義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
義
の
中
で
養
父
さ
ん
は
、「
現

在
は
、
都
市
住
民
が
豊
か
な
自
然

や
美
し
い
景
観
を
求
め
て
田
舎
の

村
を
訪
れ
、
交
流
や
体
験
を
通
し

て
余
暇
を
楽
し
む
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
需
要
が
増
え
て
き
て
い

る
。
地
域
の
風
景
や
風
習
、
歴
史
、

人
が
観
光
客
を
呼
び
込
む
資
源
に

な
る
」
と
説
明
。
そ
し
て
、
「
対

馬
で
も
や
る
気
の
あ
る
人
達
で
組

織
を
作
り
、
体
験
型
観
光
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
第
２
回
目

の
講
座
と
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

ま
だ
す
ネ
ッ
ト
」
事
務
局
長
の
相

良
淳
郎
さ
ん
が
講
演
。
島
原
半
島

で
農
林
漁
業
体
験
を
観
光
に
結
び

つ
け
、
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
て

活
動
を
続
け
て
い
る
実
体
験
を
話

し
、
受
講
生
達
は
真
剣
な
表
情
で

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
教
頭
先
生
に
す
す
め
ら
れ
て
参

加
し
た
と
い
う
豊
玉
高
校
３
年
生

御
手
洗
京
祐
く
ん
（
18
歳:

豊
玉

町
糸
瀬
）
は
、
「
将
来
は
対
馬
で

観
光
に
携
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
で

学
ん
だ
事
を
今
後
に
活
か
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
カ
レ
ッ
ジ
は
12
月
ま
で
に
終
了

す
る
予
定
で
す
。

し
ま
の
活
性
化
を
担
う
観
光
の
プ
ロ
を
育
成�

　
　
　
　
　
　
　
―
し
ま
自
慢
観
光
カ
レ
ッ
ジ
が
開
校
―�

�
一
日
救
急
隊
長
・
指
令
室
長
を
委
嘱
し�

模
擬
救
急
出
場
訓
練
　 

対
馬
市
消
防
本
部�

し
ま
の
活
性
化
を
担
う
観
光
の
プ
ロ
を
育
成�

　
　
　
　
　
　
　
―
し
ま
自
慢
観
光
カ
レ
ッ
ジ
が
開
校
―�

�

講義を行う養父信夫さん�

真剣な表情で講義に耳を傾ける受講生たち�

よう  ふ   

よ
う

ふ

■
変
化
し
て
い
る
観
光
形
態�

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
需
要
増
加�

�



秋

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
９

月
21
日
〜
30
日
）
に
合
わ
せ
、
市

内
各
地
で
交
通
安
全
推
進
活
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
対
馬
北
警
察
署
管
内
で
は
、
運

動
初
日
の
21
日
に
上
県
町
佐
護
の

交
通
安
全
地
蔵
前
で
安
全
祈
願
祭

を
行
っ
た
後
、
佐
護
駐
在
所
前
で

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
や
チ
ラ
シ
を
配

布
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
対
馬
野
生

生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
も
参
加
。
ツ

シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を

着
た
職
員
が
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
交
通
事
故
防

止
も
併
せ
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
９
月
21
日
、
上
県
地
区
公
民
館

（
佐
須
奈
）
で
行
わ
れ
た
運
転
者

講
習
会
で
は
、
対
馬
市
役
所
上
県

支
所
及
び
支
所
管
内
事
務
所
を
代

表
し
て
、
ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
交

通
安
全
推
進
員
の
小
茂
田
あ
ゆ
み

さ
ん
が
「
飲
酒
運
転
追
放
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
幼
い
子
ど
も
３
人
が
犠
牲
と
な

っ
た
福
岡
市
で
の
悲
惨
な
事
故
を

は
じ
め
、
全
国
的
に
飲
酒
運
転
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な

ら
飲
む
な
」
を
徹
底
し
、
安
全
で

住
み
よ
い
地
域
へ
向
け
て
、
一
人

ひ
と
り
が
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
空
港
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お

う
と
９
月
９
日
、
第
15
回
対
馬
空

港
ま
つ
り
が
、
美
津
島
町
の
対
馬

空
港
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族

連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
定
期
便
の
就
航
の

合
間
に
開
放
さ
れ
た
滑
走
路
で
、

小
中
学
生
約
３
０
０
人
が
恒
例
の

滑
走
路
体
験
レ
ー
ス
に
参
加
し
ま

し
た
。
子
ど
も
達
は
家
族
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
２
km
の
折
返
し
コ

ー
ス
を
一
生
懸
命
に
走
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
で
は
、
普
段
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
管
制
塔
の
見
学
会
や

海
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
体

験
搭
乗
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
エ
ア
ブ

リ
ッ
ジ
の
飛
行
機
で
の
島
内
遊
覧

飛
行
や
、
旧
空
港
ビ
ル
前
の
メ
イ

ン
会
場
で
は
抽
選
会
が
催
さ
れ
る

な
ど
、
参
加
者
は
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
対
馬
空
港
は
空
の
玄
関
口
と
し

て
昭
和
50
年
10
月
に
開
港
。
以
来

31
年
間
で
約
９
４
９
万
人
が
利
用

し
て
い
ま
す
。
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　９月20日、美津島町　知の特別養護老人ホー

ム浅茅の丘で、敬老祝賀会が開催されました。

　祝賀会では、永年社会につくしてきた利用者

への敬意と長寿を祝って、浅茅の丘スタッフに

よる心のこもった手料理が振舞われ、お年寄り

のみなさんは楽しい一時を過ごしていました。

　
の
交
通
安
全
運
動�

　
　
　
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
も�

　
　
　
　
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け�

�

飲
酒
運
転
追
放
宣
言
を
行
う�

小
茂
田
あ
ゆ
み
さ
ん�

� 飲
酒
運
転
追
放
宣
言�

入所者の長寿を祝って祝賀会開催�
　特養ホーム浅茅の丘�

や
っ
ぱ
り
子
ど
も
は
乗
り
物
好
き
、
�

海
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に�

近
寄
り
、機
体
を
眺
め
る
子
ど
も
た
ち�

―
対
馬
空
港
ま
つ
り
―

小
中
学
生
が
滑
走
路
体
験
レ
ー
ス
に
参
加�

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
体
験
搭
乗
も�
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８
月
27
日
、
福
岡
県
田
川
市
体

育
館
で
松
涛
館
空
手
道
連
盟
主
催

の
第
18
回
西
日
本
空
手
道
選
手
権

大
会
が
開
催
さ
れ
小
中
学
生
延
べ

６
７
０
名
が
参
加
。
対
馬
か
ら
は

国
際
松
涛
館
空
手
道
連
盟
対
馬
支

部
（
白
石
安
秀
支
部
長
）
の
部
員

８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
強
豪
が

集
ま
る
中
、
厳
原
中
学
校
２
年
生

の
阿
比
留
貴
穂
さ
ん
が
個
人
組
手

の
部
で
３
位
に
入
賞
、
佐
須
奈
小

学
校
５
年
生
の
東
岡
健
太
君
が
型

の
部
で
ベ
ス
ト
８
を
獲
得
す
る
活

躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　
貴
穂
さ
ん
は
『
試
合
経
験
不
足

の
た
め
、
他
の
選
手
が
強
く
大
き

く
見
え
ま
し
た
が
、
先
生
の
言
葉

を
思
い
出
し
な
が
ら
「
前
へ
前

へ
」
だ
け
考
え
て
戦
い
ま
し
た
』

と
大
会
を
ふ
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

tsushima city community magazine

広報つしま  2006. 10

表彰状を手にする阿比留貴穂さんと�
健闘した東岡健太くん（前列左端）�

　
９
月
３
日
、
第
52
回
対
馬
島
民

体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
、
球
技
、

武
道
合
わ
せ
て
11
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
雲
一
つ
無
い
晴
天
に
恵

ま
れ
、
夏
の
厳
し
い
暑
さ
が
残
る

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
屋
外

競
技
の
選
手
た
ち
は
暑
さ
に
加
え

強
い
日
差
し
に
も
堪
え
な
が
ら
、

真
剣
に
競
技
し
て
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
軟
式
野
球
（
美
津
島
総
合
公
園
）

《
決
勝
》
上
対
馬
町
２
‐
１
厳
原
町

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
美
津
島
体
育
館
）

《
男
子
決
勝
》

　
　
　
美
津
島
町
２
‐
０
厳
原
町

《
女
子
決
勝
》

　
　
　
　
豊
玉
町
２
‐
０
上
県
町

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル（
対
馬
高
校
）

《
男
子
決
勝
》

　
厳
原
町
1
0
5
‐
66
上
対
馬
町

《
女
子
決
勝
》

　
　
　
厳
原
町
66
‐
35
美
津
島
町

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス（
美
津
島
総
合
公
園
）

《
団
体
》
①
厳
原
町
②
美
津
島
町

　
③
豊
玉
町
④
峰
町

《
個
人
優
勝
》
▽
一
般
男
子
＝
内

山
吉
寿
（
厳
）
、
阿
比
留
征
則

（
美
）
▽
成
年
男
子
＝
梅
野
敏

弘
（
美
）
、
森
潤
一
（
豊
）
▽

壮
年
男
子
＝
梅
野
菊
次
（
厳
）
、

小
田
康
智
（
美
）
▽
壮
年
２
部

＝
永
留
安
生
（
峰
）
、
上
野
國

隆
（
美
）
▽
一
般
女
子
＝
永
留

清
子
（
峰
）、日
下
部
知
子（
美
）

▽
成
年
女
子
＝
小
田
幸
子（
美
）、

上
野
佳
乃
（
美
）
▽
壮
年
女
子

＝
平
江
千
賀
子
（
美
）
、
瀬
川

寿
子
（
美
）

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
厳
原
総
合
運
動
公

　
園
野
球
場
、
久
田
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
清

　
水
ヶ
丘
グ
ラ
ン
ド
）

《
一
般
Ｆ
Ｐ
決
勝
》上
県
町
6
‐
2

豊
玉
町
《
壮
年
Ｓ
Ｐ
決
勝
》
厳

原
町
6
‐
5
上
対
馬
町
《
実
年

Ｓ
Ｐ
決
勝
》
上
対
馬
町
4
‐
1

厳
原
町

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
浅
海
中
体
育
館
）

《
男
子
》
①
厳
原
町
②
上
県
町
③

　
豊
玉
町
④
美
津
島
町

《
女
子
》
①
上
対
馬
町
②
厳
原
町

　
③
豊
玉
町

▽
卓
　
球
（
厳
原
体
育
館
）

《
団
体
》
①
厳
原
町
②
豊
玉
町
③

　
上
対
馬
町
④
美
津
島
町

《
個
人
優
勝
》
▽
一
般
男
子
＝
森

昭
三
▽
壮
年
男
子
＝
平
山
康
博

▽
ベ
テ
ラ
ン
男
子
＝
国
分
哲
也

▽
一
般
女
子
＝
松
行
由
夏
▽
ベ

テ
ラ
ン
女
子
＝
津
江
夏
枝

▽
剣
　
道
（

知
中
体
育
館
）

《
団
体
》
①
厳
原
町
②
上
対
馬
町

　
③
美
津
島
町

《
形
の
部
》
①
美
津
島
町
②
上
県

　
町
③
厳
原
町

《
個
人
優
勝
》
▽
24
歳
以
下
＝
小

山
裕
太
郎
（
対
）
▽
34
歳
以
下
＝

薄
本
聡
（
美
）
▽
44
歳
以
下
＝
今

山
靖
之
（
厳
）
▽
54
歳
以
下
＝
木

寺
肇
（
厳
）

▽
テ
ニ
ス（
厳
原
総
合
運
動
公
園
）

《
男
子
》
①
美
津
島
町
②
厳
原
町

　
③
上
対
馬
町
④
上
県
町

《
女
子
》
①
上
対
馬
町
②
厳
原
町

　
③
上
県
町
④
美
津
島
町

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル（
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

）

《
決
勝
》
峰
町
（
志
多
賀
）
12
‐
11

　
豊
玉
町
（
小
綱
）

▽
弓
　
道
（
日
新
館
武
道
場
）

《
団
体
》
①
峰
町
②
厳
原
町
③
美

　
津
島
町

《
個
人
優
勝
》
▽
男
子
＝
永
留
廣

　
文
（
峰
）
▽
女
子
＝
川
辺
真
由

　
美
（
厳
）

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
先
取
り�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
島
民
体
育
大
会
―�

テニス�

バスケットボール�

軟式野球�

弓道�

阿
比
留
貴
穂
選
手
が
３
位
入
賞
！

き
　
ほ
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シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道

女
子
57
キ
　
　
ロ

級
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
日

下
部
基
栄
さ
ん
が
、
８
月
25
日
か

ら
３
日
間
対
馬
を
訪
問
し
、
佐
須

奈
の
上
県
地
区
公
民
館
と
豊
玉
高

校
で
講
演
会
を
行
っ
た
ほ
か
、
厳

原
町
の
日
新
館
で
は
子
ど
も
た
ち

の
柔
道
の
練
習
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト
と
触
れ
合
う
こ

と
で
練
習
の
励
み
に
し
て
ほ
し
い

と
玄
武
会
（
佐
須
奈
少
年
柔
道
ク

ラ
ブ

:

小
茂
田
穣
代
表
）
が
招
い

た
も
の
で
、
今
年
の
４
月
に
佐
須

奈
中
学
校
に
赴
任
し
て
き
た
安
東

敬
博
先
生
が
、
過
去
に
日
下
部
さ

ん
の
指
導
者
だ
っ
た
の
が
縁
で
実

現
し
た
も
の
で
す
。

　
27
日
の
日
新
館
で
の
見
学
で
は
、

練
習
試
合
を
披
露
し
た
玄
武
会
と

健
心
会（
厳
原
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
）

の
17
名
の
子
ど
も
た
ち
に
「
一
生

懸
命
頑
張
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

持
ち
続
け
て
、
絶
対
に
強
く
な
る

と
思
っ
て
練
習
す
れ
ば
、
み
ん
な

に
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
）
チ

ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
」
と
激
励
し

ま
し
た
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
銅
メ
ダ
ル
を
見
せ
て
も
ら
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
さ
っ
そ
く
首
に

か
け
て
み
る
な
ど
嬉
し
そ
う
で
し

た
。

講演会で花束を受け取る日下部基栄さん�
（上県地区公民館）�

銅
メ
ダ
ル
を
首
に
か
け
喜
ぶ�

少
年
（
日
新
館
で
）�

　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

　
　
日
下
部
　基
栄
さ
ん
来
島�

　
　
　
　
柔
道
に
励
む
子
ど
も
た
ち
を
激
励
！

た
か
ひ
ろ

く
さ

か

べ

き

え

◎
９
月
30
日
付
退
職

▽
梅
野
誠（
上
対
馬
支
所
地
域
振

興
課
）

◎
10
月
１
日
付
異
動

　
※
氏
名
後
の（
　
）内
は
旧
所
属

【
市
長
事
務
部
局
・
本
所
関
係
】�

《
総
務
部
》【
総
務
課
】（
豆
酘
出
張
所
）

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
桐
谷
義
壽

（
建
設
部
管
理
課
）

《
市
民
生
活
部
》【
市
民
課
】（
市
民

生
活
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝

松
村
英
和（
総
務
部
総
務
課
豆
酘

出
張
所
）

《
保
健
部
》【
健
康
推
進
課
】（
地
域

包
括
支
援
班
）▽
主
任
＝
井
上
優

子（
同
部
南
保
健
セ
ン
タ
ー
）【
南

保
健
セ
ン
タ
ー
】（
地
域
包
括
支
援

班
）▽
主
事
＝
脇
山
武
士（
同
部
健

康
推
進
課
）

《
建
設
部
》【
管
理
課
】（
登
記
用
地
班
）

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
久
和
勇
士

（
水
道
局
水
道
課
）【
都
市
計
画
課
】

▽
技
師
＝
築
城
公
則（
水
道
局
水

道
課
）

《
水
道
局
》【
水
道
課
】（
管
理
班
）▽

参
事
兼
課
長
補
佐
＝
長
信
夫（
市

民
生
活
部
市
民
課
）（
業
務
班
）▽

参
事
兼
課
長
補
佐
＝
阿
比
留
誠

（
同
課
豊
玉
支
所
駐
在
）▽
副
参
事

兼
係
長
＝
内
山
歩（
建
設
部
都
市

計
画
課
）（
豊
玉
支
所
駐
在
）▽
参

事
兼
課
長
補
佐
＝
小
田
康
智（
同
課
）

【
教
育
委
員
会
事
務
部
局
】�

《
教
育
委
員
会
事
務
局
》

▽
理
事
兼
つ
し
ま
図
書
館
長
＝
佐

伯
勲
（
同
理
事
）【
学
校
教
育
課
】

（
指
導
班
）▽
課
長
補
佐
兼
主
任
指

導
主
事
＝
倉
田
登
勝（
同
課
）【
生

涯
学
習
課
】（
厳
原
地
区
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
）▽
主
事
兼
つ
し
ま
図

書
館
主
事
＝
米
田
晃
二
、吉
村
貴

志（
以
上
同
セ
ン
タ
ー
兼
公
民
館
）

【
消
防
本
部
】▽
次
長
＝
阿
比
留
健

（
同
次
長
兼
消
防
署
総
務
課
長
）

〔
消
防
署
〕（
予
防
班
）▽
主
事
＝
辻

康
博（
本
部
総
務
課
付
）〔
美
津
島

出
張
所
〕（
庶
務
班
）▽
副
参
事
兼

係
長
＝
小
森
八
州
男（
空
港
出
張

所
警
防
班
）▽
副
参
事
＝
竹
内
勇

人（
同
所
予
防
班
）▽
主
任
＝
永
留

和
秀（
同
所
警
防
班
）（
警
防
班
）▽

副
参
事
＝
井

浩（
豊
玉
出
張
所
予

防
班
）▽
主
事
＝
稲
葉
克
明（
同
所

庶
務
班
）（
予
防
班
）▽
参
事
兼
係

長
＝
島
本
満
臣（
同
所
庶
務
班
）▽

副
参
事
＝
村
瀬
整
治（
同
所
庶
務
班
）

▽
主
任
＝
齋
藤
英
二（
上
対
馬
出

張
所
庶
務
班
）〔
豊
玉
出
張
所
〕▽

所
長
＝
日
高
安
実（
上
県
出
張
所
長
）

（
庶
務
班
）▽
主
任
＝
武
末
淳（
同

所
予
防
班
）（
予
防
班
）▽
主
任
＝

阿
比
留
善
仁（
同
所
警
防
班
）▽
主

事
＝
阿
比
留
史
博（
同
所
庶
務
班
）

（
警
防
班
）▽
主
任
＝
阿
比
留
慎
太

郎（
上
対
馬
出
張
所
同
班
）▽
主
事

＝
梅
野
聡
志（
本
部
総
務
課
付
）〔
峰

出
張
所
〕（
庶
務
班
）▽
副
参
事
＝

島
居
一
治（
上
県
出
張
所
予
防
班
）

（
警
防
班
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝
川

元
吉
広（
美
津
島
出
張
所
警
防
班
）

〔
上
県
出
張
所
〕▽
所
長
＝
黒
岩
利

幸（
豊
玉
出
張
所
長
）（
庶
務
班
）▽

参
事
兼
課
長
補
佐
＝
田
口
紀
史（
美

津
島
出
張
所
予
防
班
）
▽
副
参
事

＝
春
田
勝
行（
豊
玉
出
張
所
警
防

班
）（
警
防
班
）▽
副
参
事
＝
勝
木

英
夫（
同
所
予
防
班
）▽
副
参
事
＝

大
浦
光
洋（
同
所
警
防
班
）（
予
防
班
）

▽
副
参
事
兼
係
長
＝
大
浦
佳
章（
同

所
庶
務
班
）▽
副
参
事
＝
大
浦
光

洋（
同
所
警
防
班
）
▽
主
事
＝
小

茂
田
幸
人（
同
所
警
防
班
）〔
上
対

馬
出
張
所
〕▽
所
長
＝
末
松
健
一（
同

所
長
兼
庶
務
班
係
長
）（
庶
務
班
）

▽
副
参
事
兼
係
長
＝
齊
藤
晴
男（
峰

出
張
所
警
防
班
）▽
主
任
＝
小
島

和
也（
同
所
予
防
班
）（
警
防
班
）▽

主
任
＝
宮
原
真
一
郎（
同
所
予
防
班
）、

阿
比
留
勲（
峰
出
張
所
庶
務
班
）▽

主
事
＝
宮
原
孝
之（
本
部
総
務
課
付
）

（
予
防
班
）▽
主
任
＝
伊
原
雅
樹（
同

所
警
防
班
）〔
空
港
出
張
所
〕（
警
防

班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
津
屋

永
幸（
本
部
予
防
課
兼
本
署
予
防

課
予
防
班
）

対
馬
市
の
人
事
異
動�

�

平成18年10月１日から�
長崎県の最低賃金は�

時間額  611円�
（前年度比：３円増）�

詳しくは、長崎労働賃金室
☎095（801）0033　又は、
最寄の労働基準監督署まで

く
さ
　

か
　
　
べ
　
　
　
き
　
　
え
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キム　　　　キョン イル　　　　シン　　　　 ウン ギョン
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　開場前、入り口に並んだ人々の多さからただならぬ

気配を感じましたが、例年にくらべても早くから観客

席の芝生は人々で埋め尽くされました。�

　去年の音楽祭の日は、秋の気配を運ぶすずしい風と

トンボが出迎えてくれましたが、今年は夏の熱い太陽

と空気が会場を覆っていました。そのため、音楽祭が

始まる直前まで、観客は木の影に座ってスタートを待

ちました。�

■日本歌謡大会優勝者の高校生が参加　　�

　音楽祭はアマチュアバンド

のペップサンズの可愛い声で

スタートを切り、続いて今年

の6月、釜山で開催された日本

歌謡大会の優勝チーム「Ｋ・

Ｄ」が、ＭＩＳＩＡ（ミーシ

ャ）の「陽の当たる場所」を

歌いました。本来は2人組のチ

ームですが、事情により1人だ

けの参加になりましたが、会場の皆さんは大きな拍手

をくださいました。�

　その次は、対馬出身として現在横浜で活躍している

Ｈi‐ＣＬＡＳＳ 。メンバーの格好よさと対馬出身とい�

うことからか観客の目を惹きつけました。私にとって

ボーカルの声と歌のリズムは初めてなのにすごく馴染

みがあって、すぐに好きになりました。会場の隅っこで

歌に合わせて踊るように手拍子をしている私と高校生

を見かけた方、どなたかいらっしゃいませんでしたか？�

■若者から年配の方まで楽しめた音楽祭�
　韓国からはＷ（ダブリュー）とラブホリックの2組
が参加しました。ラブホリックは2004年に参加した
ことがあり、Ｗは初めて参加するチームです。Ｗは軽
快なリズムを、ラブホリックは爽やかなミュージック
を聴かせてくれました。�
　そして、毎年参加する小室等さん。小室さんの歌を
聴くと、幼いころ田舎でお爺さんから昔話を聞かされ
ているような気分になります。柔らかな歌とギター、
心の底に響くハーモニカ。�
　この穏やかな時間が過ぎた後、次にＤ‐51の出番と�
なり、ふと後ろを振向いたらびっくり！こんなに人々
が集まったのは初めてじゃないかと思うくらいの観客
が、すごい勢いで一緒に歌ったり踊ったりしているで
はないですか。Ｄ‐51に喜んだのがほとんど若者だと
すれば、最後に出た森山良子さんは年配のファンが多
かったですね。森山さんの歌を聞きながら昔の自分を
思い出すようなお顔で微笑んでいる年配の方を多く見
かけました。�
　今年は、対馬出身バンドの参加がすごく印象深く残
りとても嬉しかったです。音楽祭の打ち合わせの時に
「ミュージシャンを夢見る学生として、将来有名にな
って、再び対馬を訪問したいです。」との日本歌謡大
会の受賞者の言葉がこれからたくさん実現されるよう
な、そんな予感がします。�

流
暢
な
日
本
語
で
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ 

を
歌
っ
た�

韓
国
の
チ
ー
ム
「
Ｋ
・
Ｄ
」�

　9月9日、釜山大学グラウンドでは対馬やまねこチームと釜山大学OBチームによるラグビーの親善試合がありました。�
今年で5回目を迎えたラグビー交流試合は、激しいプレーを通して友情を築きあげています。�
その格好よさを写真で確かめてみてください。�
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〔問い合せ先〕 �
保健部健康推進課�
☎0920-58-1116

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�

①ちりめんじゃこに熱湯をかけ、
　塩ぬきする。
②トマトはくし型に切る。
③ピーマンは細切りにする。
④ベーコンは2cm幅に切る。
⑤卵をときほぐす。

①フライパンに油を熱し、一度火からおろして、卵を入れ、少
　しかきまぜながら、中火でフワッと焼き、皿に取っておく。
②フライパンにピーマン・ベーコン・ちりめんじゃこを入れ強
　火でいためる。
③②にトマトを加えてサッといため、卵をもどし、しょうゆ、
　塩、こしょうで調味し、皿に盛る。

トマト…………中3個�
ピーマン…………2個�
卵…………………4個�
ベーコン…………3枚�
ちりめんじゃこ…18g�
サラダ油……大さじ2�
薄口醤油……小さじ1�
塩・こしょう……適宜�

～ヘルスサポーター育成事業に取り組みました～　�～ヘルスサポーター育成事業に取り組みました～　�～ヘルスサポーター育成事業に取り組みました～　�
　8月10日、対馬市総合福祉保健センターに　知中学校の生徒30名を迎え、栄養と�
健康についてのお話や調理実習を通して健康づくりについて学んでもらいました。�

講義の様子� とても意欲的に質問する　知中のみなさん！！�

朝食メニューの調理実習�

　朝食は
、眠ってい

た脳や筋

肉を目覚
めさせ、基

本的な生

活リズム
をつくる

ためにと
て

も大切で
す。ただ食

べるので

はなく、バ
ランスよ

く栄養を

摂ることが
とても大切

です。�

レシピ
�

紹介�

●下ごしらえ�

●調理�
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対馬市保健部健康推進課 ☎0920－58－1116��
対馬市南保健センター ☎0920－52－4888��
対馬市北保健センター ☎0920－84－2313��
�

＊問い合わせ先＊�
まだ、市民健診の申し込みをされて
いない方は右記までお問い合わせください。�
皆様の健康維持のために市民健診を
ぜひお役立てください！
（対馬市健康キャラクタータクトくん）

みなさんこんにちは！対馬市健康キャラクターのヘルシーです。来月から行われる
市民健診を受診される皆様へお知らせです。

＊事前説明会にて配布します。�
　ない方は下記までご連絡ください。�

保健事業のための有資格者登録のお願い�

　市民健診・乳幼児健診など保健事業を行うときに保健師・栄養士等の数が足りないときがあります。�

保健師等の免許は持っているけど現在は仕事をしていない方！もう一度働いてみませんか？�

　対馬市保健部では、下記の免許をお持ちの方々に健康推進課へ人材登録していただき、保健事業�

のお手伝いをお願いしたいと考えています。お手伝いいただける際は、日当と交通費をお支払いい�

たします。�

　是非この機会に、在宅の有資格の皆様に登録をお願いいたします。�

○免許種類：保健師免許、看護師免許、准看護師免許、栄養士免許、�

　　　　　  歯科衛生士免許、保育士免許�

〔申込み・問い合わせ先〕 保健部健康推進課　☎0920（58）1116

〔健診当日持ってくる物〕�

①保険証（受付で確認します）�

②健診料金（自分の受診項目を確認の上）�

③水筒（胃部レントゲン後に下剤を飲むため）�

④自分の問診票（記入もれのないように）�

⑤便、尿（それぞれの容器に入れて）�

�〔健診受付時間〕�
＊今年度から当日受付は、地区ごとに分けて受け付けをするようになりました。�

＊当日受付時間は各地区ごとに回覧します。�

＊ご自分の地区の受付時間を確認して受診してください。�

　（ご自分の地区外の時間にこられても受付できません。）�

〔健診前の心構え〕�
①健診前日夜9時以降は絶飲食。�

　（タバコもダメです）�

②朝の薬も飲まないでください。�



①　一部負担金割合が変更になりました。
　　70歳以上の高齢者（老人保健で医療を受ける人も含む）で、現役並みの所得を有する人（同じ世帯の中
　　に、課税所得が145万円以上の70歳以上の国保被保険者または老人保健で医療を受ける国保被保険者が
　　いる人）の一部負担金の割合が、2割から3割になりました。�
②　食費・居住費の負担額を見直し�
　　療養病床に入院する70歳以上の高齢者（老人保健で医療を受ける人も含む）について、食費の負担額が
　　見直され、新たに居住費を負担することとなりました。�

③　医療費の自己負担限度額が引き上げられました。�
　　1か月分の医療費の自己負担限度額が次の表のとおりとなりました。�
　　自己負担限度額を超えて医療費を支払われた場合は、申請することにより高額療養費（老人医療受給者
　　にあっては高額医療費）の支給が受けられます。�
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国民健康保険及び�
　老人保健制度改正のお知らせ�

平成18年10月1日から、国民健康保険及び�
老人保健制度が改正されました。�
改正の主な内容は次のとおりです。�

※入院医療の必要性の高い患者（人工呼吸器、中

　心静脈栄養等を要する患者や脊椎損傷（四肢麻

　痺が見られる状態）、難病等の患者）については、

　従来どおり食材料費のみの負担となります。

※低所得者Ⅱは住民税非課税世帯、低所得者Ⅰ②

　は年金受給額80万円以下の人等、低所得者Ⅰ①

　は老齢福祉年金受給者。

○70歳未満の方�

○70歳以上の方（老人保健で医療を受ける人を含む）�

【担当窓口】　保健部保険課 国保老人保健班        　☎０９２０（５８）１１１８�
　　　　　　市民生活部市民課 福祉保険班　　　　☎０９２０（５３）６１１１�
　　　　　　美津島支所住民生活課 　　　　　　　☎０９２０（５４）２２７１�
　　　　　　峰支所住民生活課　　　　　　　　　 ☎０９２０（８３）０３０１�
　　　　　　上県支所住民生活課　 　　　　　　　 ☎０９２０（８４）２３１１�
　　　　　　上対馬支所住民生活課　　　　　　　  ☎０９２０（８６）３１１１　　　�

④　出産育児一時金の支給額が変更されました。�
　　出産育児一時金の支給額が30万円から35万円になりました。�

不明な点がござい�

ましたら、お気軽�

にお問い合わせく�

ださい。�

区　分　　　  食　費（1食あたり）   居住費（1日あたり）�

区　分　　　  　　　　　　　　  自己負担限度額�

現役並み所得者・�
　　一 　般�

460円または420円�
（病院によって異なります）� 320円�

320円�

320円�

　 0円�

210円�

130円�

100円�

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ②

低所得者Ⅰ①

上位所得者�
（基礎控除後の総所得金額が�
600万円を超える世帯）�

一　般�

低所得者（住民税非課税）�

150,000円＋�
＜医療費の額から500,000円を差し引いた額＞×1％�

（83,400円）�

80,100円＋�
＜医療費の額から267,000円を差し引いた額＞×1％�

（44,400円）�

35,400円�
（24,600円）�

区　分�
自 己負担限度額�

現役並み所得者�
（課税所得が145万円�

以上の人）�

一　般�

低所得者�
（住民税非課税）�

Ⅱ

Ⅰ

外来（個人ごと）　　　　　　　　　  外来及び入院�

44,400円�

12,000円�

8,000円�

80,100円＋�
＜医療費の額から267,000円を差し引いた額＞×1％�

（44,400円）�

44,400円�

24,600円�

15,000円�

＊（ ）の金額は、過去1年

以内に3回以上高額医療費

の支給を受けた場合、4回

目以降の負担限度額。

＊低所得者Ⅰは、年金収入

が80万円以下の人等。

＊（ 　）の金額は、過去1年以内に

3回以上高額療養費の支給を受け

た場合、4回目以降の負担限度額。

＊慢性腎不全で人工透析を要す

る70歳未満の上位所得者の方は、

自己負担限度額が、1万円から2

万円に引き上げられました。
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【分　類】�
　イノシシは、ほ乳類の偶蹄目イノシシ科イノシシ
属に分類され、家畜ブタの祖先種にあたります。分
類学的には、家畜ブタと同一種で国内にはニホンイ
ノシシ、リュウキュウイノシシの2亜種が存在します。�
【分　布】�
　ニホンイノシシは西日本を中心に本州・四国・九
州に広く分布します。�
　対馬に生息するイノシシもこのニホンイノシシで
あることが確認されています。�
【生　態】�
　イノシシは本来昼行性ですが､人の活動により夜行
性を示すようになっています。1日の活動では、全
体の約3分の2を休息に、残り3分の1を採食と移動
に費やしています。�
【行　動】�
　オスは単独で行動しますが、メスは基本的に子や
姉妹と5～10頭の群れで行動する母系集団です。オ
スは12月から3月にかけての交尾期に発情したメス
を捜して活発に歩き回ります。�

【身体能力】�
　イノシシは助走なしで1.2ｍ以上の柵を飛び越え
ることができます。よじ登ることのできる柵であれ
ば2ｍの高さも乗り越えます。�
　また一方、地面から20cmの隙間があれば、成獣
でも地面を掘らずにくぐり抜けることができます。�
�
�
�
�
�
�
【繁殖生理】�
　ふつうイノシシは生後1年半で性成熟に達し交尾
可能となりますが、野生化ブタとの交雑個体では1 
歳以前に性成熟するものもあります。春に生まれ個
体は翌々年の春に出産するのがふつうですが、翌年
の秋に出産するものもいます。�
　繁殖率は高く、性成熟したメスはほぼ毎年春に出
産します。�
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質
問
：
手
紙
本
文
よ
り�

　
平
成
3
年
4
月
に
大
阪
城
公
園

に
行
っ
た
折
、
天
守
閣
下
広
場
で

見
事
に
開
花
し
た
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ

を
目
に
し
た
の
で
近
く
ま
で
行
き

観
察
し
ま
し
た
。

　
驚
い
た
こ
と
に
、
幹
は
対
馬
で

見
か
け
る
も
の
と
同
じ
で
し
た
が
、

花
が
か
な
り
大
き
く
葉
は
桜
の
葉

の
よ
う
で
し
た
。
あ
の
木
は
一
体

何
な
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

回
答
：
市
農
林
課�

　
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
自
然
分
布
は
、

岐
阜
県
、
長
野
県
を
中
心
と
し
た

区
域
と
、
隠
岐
島
、
対
馬
、
朝
鮮
、

台
湾
に
隔
離
分
布
し
て
い
る
依
存

種
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
方
で
特
有
の
形
態
へ
分
化

し
て
き
て
い
ま
す
。

　
現
在
国
内
で
一
般
的
に
流
通
し

て
い
る
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
は
、
本
州

産
の
苗
木
か
ら
養
成
さ
れ
て
い
る

も
の
が
大
半
で
あ
る
ら
し
く
、
大

阪
城
公
園
に
あ
っ
た
も
の
は
そ
の

苗
木
が
生
長
し
た
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
対
馬
に
自
生
し
て

い
る
も
の
と
少
し
違
っ
て
見
え
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
仲
間

で
花
や
葉
が
大
き
い
も
の
に
「
ア

メ
リ
カ
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
」
と
い
う

国
内
で
も
見
ら
れ
る
外
国
産
も
の

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
念
の
た
め

長
崎
県
の
樹
木
医
の
方
を
通
じ
大

阪
城
公
園
の
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
を
確

認
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
日

本
産
の
『
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
』
で
間

違
い
な
い
と
の
回
答
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

※
記
事
に
関
す
る
ご
意
見
は

　
　
　
　
　
　
　
市
農
林
課
ま
で

☎
０
９
２
０
（
５
３
）
６
１
１
１

　
広
報
つ
し
ま
5
月
号
に
掲
載
し�

ま
し
た
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
記
事
に�

関
連
し
て「
大
阪
城
公
園
の
ヒ
ト�

ツ
バ
タ
ゴ
」に
つ
い
て
ご
質
問
を
い�

た
だ
き
ま
し
た
。�

　
次
の
と
お
り
回
答
い
た
し
ま
し�

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。�

今月より3回にわたり、近年対馬島内で�
生息数が激増している『イノシシ』に関する�
記事を連載します。�

※記事に関するご意見は 市農林課有害鳥獣対策班まで☎０９２０（５３）６１１１�

第1回目となる今回は『イノシシの特徴』をお知らせします。�



1
　
山
歩
き
や
遠
足
に
出
か
け
る
時
は
、
目
的
地
及
び
そ
の
行

　
程
が
狩
猟
が
行
わ
れ
る
場
所
で
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
、
事
前

　
の
安
全
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。�

�

2
　
山
野
を
歩
い
た
り
、
山
林
・
田
畑
で
作
業
を
す
る
際
は
な

　
る
べ
く
目
立
つ
服
装
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
、
ラ
ジ
オ
を
流

　
す
な
ど
し
て
自
分
の
存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
よ
う
心
掛
け

　
て
下
さ
い
。
ま
た
、
歩
道
か
ら
は
ず
れ
た
り
、
や
ぶ
の
中
に

　
入
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
単
独
行
動
は
さ
け

　
ま
し
ょ
う
。�

�

3
　
狩
猟
に
伴
う
、
危
険
と
思
わ
れ
る
行
為
や
事
故
を
見
聞
し

　
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
警
察
に
通
報
し
て
下
さ
い
。�

�

4
　
狩
猟
が
行
わ
れ
る
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
次
ま
で
お
問
い

　
合
わ
せ
下
さ
い
。�

�

　
●
長
崎
県
自
然
保
護
課 

長
崎
市
江
戸
町
２-

13�

　
　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
３
８
４�

　
●
対
馬
地
方
局
総
務
課 

対
馬
市
厳
原
町
宮
谷
２
２
４�

　
　
☎
０
９
２
０
（
５
２
）
１
３
１
１�

　
●
対
馬
市
農
林
課 

対
馬
市
厳
原
町
国
分
１
４
４
１�

　
　
☎
０
９
２
０
（
５
３
）
６
１
１
１�
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■
年
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ�

は
次
の
番
号
へ�

平
成
18
年
10
月
よ
り
、
長
崎
社
会

保
険
事
務
局
長
崎
北
事
務
所
の
電

話
番
号
が
次
の
よ
う
に
変
更
と
な

り
ま
し
た
。�

1.

代
表
番
号
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。�

2.

国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合

　 

わ
せ
は
次
の
番
号
へ�

☎
０
９
５
（
８
６
１
）
１
５
８
２

3.

年
金
給
付
に
関
す
る
お
問
い
合 �

 

　
わ
せ
は
次
の
番
号
へ�

☎
０
９
５
‐
８
６
１
‐
１
３
８
７�

■
平
成
17
年
度
の
免
除
申
請
は
10

月
ま
で
可
能
で
す
。�

1.
平
成
17
年
4
月
〜
18
年
6
月
の

　 

期
間
の
「
免
除
（
全
額
・
半
額
）�

　 

及
び
若
年
者
猶
予
」�

2.

平
成
17
年
4
月
〜
18
年
3
月
の

　 

期
間
の
「
学
生
納
付
特
例
」�

 

　
に
つ
い
て
は
、
10
月
末
ま
で
申

　 

請
の
受
付
を
い
た
し
ま
す
。�

■
年
金
記
録
の
確
認
は
社
会
保
険

事
務
所
へ�

　
社
会
保
険
事
務
所
で
は
12
月
末

ま
で
、
年
金
記
録
相
談
の
特
別
強

化
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。�

　
被
保
険
者
の
年
金
記
録
の
確
認

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に

お
答
え
し
ま
す
。�

　
ご
自
身
の
年
金
記
録
に
不
安
や

疑
問
を
少
し
で
も
お
持
ち
に
な
ら

れ
た
方
は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ

お
越
し
下
さ
い
。�

■
問
い
合
わ
せ
■�

長
崎
北
社
会
保
険
事
務
所�

☎
０
９
５
（
８
６
１
）
１
５
８
２�

☎
０
９
５
（
８
６
１
）
１
３
８
７�

　
ま
た
は�

対
馬
市
役
所
市
民
生
活
部
市
民
課

な
ら
び
に
各
支
所
住
民
生
活
課
年

金
担
当
ま
で�

社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

　
◎
11
月
14
日（
火
）�

　
　
対
馬
市
役
所
大
会
議
室 

午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で�

　
◎
11
月
15
日（
水
）�

　
　
美
津
島
支
所
別
館
会
議
室 

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で�

狩
猟
解
禁
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

狩
猟
解
禁
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ�
狩
猟
解
禁
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ�

　
11
月
15
日
〜
翌
年
の
2
月
15
日
ま
で�

狩
猟
が
解
禁
と
な
り
ま
す
。�

（
た
だ
し
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
限
り�

3
月
15
日
ま
で
）�

　行政相談とは、毎日のくらしの中で、国や県、市など行政全般についての苦情や要望を受け、みなさん�
の声を行政の改善に役立てる制度です。�
　相談は無料で秘密は堅く守られますので、お気軽にご相談ください。�

※相談所開設日以外でも相談を受け付けています。詳しくは対馬市総務課☎0920（53）6111または各支所地域振興課までおたずね下さい。�

日　　　　　程　　　　　　　　 会　　　　場　　　　　　　　　担当行政相談員�

10月18日(水)  9:30̃15:00 　　　    美津島文化会館　　　　　横尾　満　☎0920（54）2319�

10月22日(日)10:00̃15:00 　　　 対馬市交流センター　　　　樺島悦三　☎0920（52）1888

≪一日相談所開設のお知らせ≫�

狩
猟
期
間
中
は
次
の
点
に
留
意
し
て
下
さ
い�
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　8月中旬頃から注射器、薬品容器などの医療系廃棄物が対馬各地の

海岸で発見されています。排出者を特定することはできませんが、

国外の医療器具メーカーのロゴが印字されたものが多く含まれてい

ました。�

　中には針が付いたまま海岸に漂着したものもあり、十分な注意が

必要です。�

　さらに、今年は長崎県内各地で流木が大量に漂着したり、対馬市

では未使用の船舶用信号弾が発見されています。�

　これらの危険なものや不審なものを海岸で発見された場合は、不

用意に触れることなく、廃棄物対策課又は各支所住民生活課へお知

らせ下さい。�

日
　
時
　
　
平
成
19
年
1
月
21
日（
日
）�

会
　
場
　
　
豊
玉
地
区
公
民
館�

※
日
時
、
会
場
は
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◎
大
根
、
白
菜
、
ね
ぎ
等
の
野
菜
類
、
花
類

ボ
カ
シ
を
利
用
し
た
生
ご
み
の
堆
肥
で
栽
培
し
た
作
物

を
募
集
し
ま
す
。

◎
出
品
方
法
な
ど
詳
細
は
、後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
こ
の
他
、
ボ
カ
シ
づ
く
り
実
践
、
元
気
野
菜
づ
く
り

体
験
発
表
、
元
気
野
菜
を
使
っ
た
料
理
の
試
食
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
出
品
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
ボ
カ
シ
が
必
要
な
方
に
は
お
分
け
し

ま
す
。
（
数
に
限
り
あ
り
）

全
て
の
問
い
合
わ
せ
は
対
馬
市
廃
棄
物
対
策
課

☎
０
９
２
０
（
５
３
）
６
１
１
１

元
気
野
菜
と
は
…

　
生
ご
み
を
微
生
物
の
力
で
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
作
っ
た

堆
肥
を
利
用
し
て
栽
培
し
た
野
菜
の
こ
と
。
栄
養
価
が

高
く
、
ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
で
、
野
菜
本
来
の
生
命
力
に

あ
ふ
れ
た
元
気
野
菜
は
、
環
境
に
優
し
い
だ
け
で
は
な

く
、
人
間
の
体
に
も
優
し
く
「
食
育
」
の
分
野
で
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

海水浴場で発見された注射器�

回収された注射器�
などの医療系廃�
棄物はおよそ550個� 対馬市廃棄物対策課　電話０９２０－５３－６１１１�

不審物の漂着を発見したら、ご連絡ください�
医療系廃棄物・船舶用信号弾などが漂着しています�

元
気
野
菜
コ
ン
テ
ス
ト

元
気
野
菜
コ
ン
テ
ス
ト

元
気
野
菜
コ
ン
テ
ス
ト

手
作
り
野
菜
を
募
集
し
ま
す�

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
堆
肥
化�

し
て
栽
培
し
た
野
菜
や
草
花
の�

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。�

�����

Ｑ
　
ど
ん
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
の�

Ａ
　
職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス�

メ
ン
ト
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ�

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス)

、ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
女
性
に
対
す
る

あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

�

Ｑ
　
誰
が
相
談
に
応
じ
て
い
る
の�

Ａ
　
女
性
の
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
・
地
方
法
務
局
の�

女
性
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。�

　
長
崎
地
方
法
務
局･

長
崎
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
は

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
は�

�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
は�

�

　
法
務
省
は
、
従
来
か
ら
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
女
性�

の
人
権
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
平
成
12
年�

度
か
ら
悩
み
を
持
っ
た
女
性
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
専�

用
の
電
話
相
談
窓
口
を
設
け
ま
し
た
。�

　
そ
れ
が
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」で
す
。�
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大吉戸神社�
一ノ城戸跡�

二ノ城戸跡�

ビングシ山�

ビングシ門�

土　塁�

三ノ城戸跡�

東南角石塁�

県道�

石  塁�

旧軍道（車両不可）�
管理用道路（車両可）�
園路�

浅茅湾�

■一ノ城戸�
　谷部の石垣は約６ｍの高さがあり、基底部には水
門もあります。現在まで門の遺構は確認されていま
せん。�
　また、石垣が張り出した部分（突出部）があり金
田城の大きな特徴の一つで上部と下部で石材、積み
方が異なっています。上部は後世（近世）の積み直
しと考えられています。�
�
■二ノ城戸（写真）�
　平成11年度に発掘調査によって城門の跡が確認さ
れました。７個の門礎石・側壁が発見され、門内部
には石が敷かれていました。�
　門の前後には階段の一部も確認されています。現
在、石垣の修理工事中で門の整備と並行して作業を
進めています。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
■三ノ城戸�
　他の城戸では見られない大きな石で築かれていま
す。他の城戸同様谷部に位置するため背後の沢から
の水流で破壊され門内部の構造は明確ではありませ
ん。３個の門礎石・水門が残っています。�
�
■南　　門�
　新たに発見された門です。平成15年度に城の南部
から調査によって確認されました。城門内部は８個
の門礎石と敷石で構成され、前後には階段も良好な
状態で残っていました。現在非公開となっています
ので、現地で見ることはできませんが、二ノ城戸の
整備終了後、再調査に着手する予定です。�

■ビングシ土塁・ビングシ山�
　二ノ城戸と三ノ城戸の中間に位置する鞍部（山の
尾根のくぼんだ所）は調査初年度に着手した場所で、
20メートル四方の平場が存在します。調査の結果，
土塁と門礎石（１個）、掘立柱建物跡３棟、柵列、
炉跡を確認しました。調査・研究の結果、この地が
城の中枢であったことが判明しました。�
�
■石　　塁�
　構築から１３００年以上経ち８割は崩壊していま
すが、石塁の眼前に立つとその迫力に圧倒されます。
延長約2.8キロの石塁の石材は現地調達されたもの
で、ほとんどが粘板岩、石英斑岩の自然石を未加工
のまま積み上げています。当時は石塁の内側を移動
していたと考えられており、現在では遊歩道として
活用しています。�
�
■調査・整備の状況�
　現在、金田城のシンボルと言うべき石塁（石垣）
の修復を二ノ城戸より着手しています。調査の結果
を現地で見学・学習できるよう整備を進めており、
既に案内板・説明板を適所に置き園路を整備してい
ます。�
　来年度までに二ノ城戸の整備を完了し公開する予
定です。今後は更に調査、整備を進めるとともに駐
車場・便所等の必要な施設についても設置を検討し、
見学者が訪れやすいように努めて参ります。�

いち の  き  ど�

に  の  き  ど�

さん の  き  ど�

みなみ        もん�

せき         るい�

今回はこれまで確認されています遺構を中心に�
紹介します。�

対馬市教育委員会　文化財課　☎0920（54）2341�
〒817-0322　美津島町 知甲550番地２�

シリーズ 文化財の紹介③

に の き ど �

に の き ど � さ ん の き ど �

ほったてばしらたてものあと�

に の き ど �

に の き ど �



　
現
代
社
会
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
や
親
、
現

代
人
み
ん
な
が
失
い
か
け
て
い
る
「
魂
の
叫

び
」
を
呼
び
戻
し
て
く
れ
る
涙
あ
り
、
笑
い

あ
り
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
す
。�

��������

■
と
き
／
11
月
５
日（
日
）�

　
開
場 

午
前
９
時
30
分
　
開
演 

午
前
10
時�

■
と
こ
ろ
／
対
馬
市
公
会
堂（
豊
玉
町
仁
位
）�

■
入
場
料
／
無
料
（
全
席
自
由
席
）�

【
問
い
合
わ
せ
先
】�

　
市
教
育
委
員
会 

豊
玉
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
☎
０
９
２
０
（
５
８
）
０
０
６
２�

主
催
　
市
教
育
委
員
会
　
　�

共
催
　
対
馬
市
老
人
ク
ラ
ブ
　
豊
玉
支
部�

�

●
ア
ニ
マ
ル
浜
口 

略
歴
●�

　
１
９
４
７
年
８
月
31
日
生
ま
れ
　
島
根
県

出
身
。
元
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
ダ
ー
で
、
１
９
６

９
年
に
ミ
ス
タ
ー
兵
庫
コ
ン
テ
ス
ト
で
準
優

勝
し
た
後
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
に
転
向
。
当
初
は

過
激
な
デ
ス
マ
ッ
チ
で
人
気
の
あ
っ
た
国
際

プ
ロ
レ
ス
に
入
団
。
そ
の
後
新
日
本
プ
ロ
レ

ス
、
ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
レ
ス
、
全
日
本
プ
ロ
レ

ス
と
移
籍
。
１
９
８
７
年
に
現
役
引
退
。�

　
長
女
・
浜
口
京
子
を
ア
マ
チ
ュ
ア
レ
ス
リ

ン
グ
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
育
て
あ
げ
た

名
コ
ー
チ
で
も
あ
る
。�
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ミラクル中国雑技団公演
■と　き／11月17日（金）　開場／午後６時30分　開演／午後７時�

■ところ／対馬市公会堂（豊玉町仁位）�

■チケット料金／大人1,000円、高校生以下500円（全席自由席）�

■チケット販売／10月17日（火）　午前９時から�

　チケット取扱先（厳原・佐須・豆酘・美津島・豊玉・峰・上県・上対馬）の�

　　　　　　　　　各地区公民館�

【問い合わせ先】　市教育委員会　豊玉地区生涯学習センター　☎0920（58）0062�

　　　　　　　　主催　市教育委員会�

■演目／中国獅子舞／皿回し／ローリングバランス／足芸／高車蹴椀／高椅子倒立�

　／中国語にみんなでトライ／片手散歩　逆さまお父さん�

　♪燃焼系燃焼系アミノ式～♪�

　　テレビＣＭ「燃焼系アミノ式飲料」で「回転少女」「上昇サラ�

　リーマン」「片手散歩　逆さまお父さん」で全国に大ブレークを�

　起こした中国雑技芸術団のメンバーが出演します。中国雑技は、�

　中国四千年を誇る伝統芸です。磨き抜かれた究極の芸、スリル、�

　迫力、華やかさ満点の舞台をぜひご覧下さい。�

バランス皿回し�

ローリングバランス�

ア
ニ
マ

ア
ニ
マ
ル
浜
口

ル
浜
口 

講
演
会

講
演
会�

ア
ニ
マ

ア
ニ
マ
ル
浜
口

ル
浜
口 

講
演
会

講
演
会�

ア
ニ
マ
ル
浜
口 

講
演
会�

保
育
士
登
録
は
お
済
で
す
か
？

保
育
士
登
録
は
お
済
で
す
か
？�

保
育
士
登
録
は
お
済
で
す
か
？

保
育
士
登
録
は
お
済
で
す
か
？�

保
育
士
登
録
は
お
済
で
す
か
？�

気合いダァ
ー!!

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
15
年
11

月
29
日
か
ら
、
従
来
の
「
保
育
士
（
保
母
）

資
格
証
明
書
」
で
は
保
育
士
と
し
て
業
務
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。�

�

　
今
後
は
、
保
育
士
と
し
て
業
務
を
行
っ
て

い
る
方
、
ま
た
業
務
を
行
お
う
と
考
え
て
い

る
方
は
保
育
士
登
録
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
だ
、
登
録
し
て
い
な
い
方
は
登
録
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。�

�

　
Ｑ
：
登
録
は
い
つ
ま
で
？�

　
Ａ
：
平
成
18
年
11
月
28
日
ま
で
に
、
登
録

　
　
　
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。�

　
Ｑ
：
手
続
は
ど
こ
で
？�

　
Ａ
：
最
寄
の
各
支
所
ま
た
は
福
祉
事
務
所

　
　
　
に
「
保
育
士
登
録
の
手
引
き
」
が
あ

　
　
　
り
ま
す
の
で
、
各
個
人
で
登
録
事
務

　
　
　
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
送
付
し
て
く
だ
さ

　
　
　
い
。�

　
Ｑ
：
費
用
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
か
か
る
の
？�

　
Ａ
：
登
録
手
数
料
と
し
て
、
４
’
２
０
０

　
　
　
円
が
必
要
で
す
。�

　
Ｑ
：
登
録
し
な
い
と
、
保
育
士
資
格
は
な

　
　
　
く
な
る
の
？�

　
Ａ
：
資
格
を
失
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　
　
　
登
録
を
し
な
い
と
今
後
業
務
を
行
う

　
　
　
事
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。�

�

●
そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
次
ま
で
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　
保
育
士
登
録
機
関 

登
録
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー�

　
☎
０
３
（
５
４
８
５
）
３
１
５
０�

甘健民（二胡）�
■中国の伝統芸能「二胡」／シルクロード／賽馬／牧歌／蘇州夜曲�
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産業祭プログラム�
大型熱気球搭乗体験　　　　8:30～15:00�
　　　　　　　　（豊玉中学校グラウンド）�
地元生産者の新鮮市、各団体出店市　　　　10:00～�
いきいき健康相談：血圧、体脂肪測定、血糖値�
　　　　　　　　  検査、各種検査コーナー�
ポン菓子（無料）　焼きいも�
キャラメルポップコーン  おいしいよ!�
豊玉元気鍋　　　　　　　　　　 10:00～�
　　（ご来場の皆さんへ豚汁500杯無料）�
保育所ダンス　　塩浜保育所　　 11:00 �
　　　　　　　　小綱保育所　　 13:45�
子供みこし行列　　　　　　　　 11:15～�
対州そば打ち体験　　　　　　　 11:30～�
ろくべえ作り体験　　　　　　　 11:30～�
鮮魚即売会　　　　　　　　　　 11:30～�
赤ちゃんはいはいレース　 　　　12:00～�
いきいきコンサート�
　　　豊玉高校ブラスバンド　　 12:15～�
丸太ぶっちぎり大会　 　　　　　13:00～�
対馬マグロの試食20kg級   　      14:00～�
　　　　　（解体ショー）　�
地元産餅米で作った! もちまき　  15:00～�
駐車場：中学校体育館付近�
　　　　市職員駐車場２カ所　300台可能�

問い合わせ先�

  対馬市豊玉支所地域振興課まで�

  電話 ０９２０－５８－１１２５�

■対　象／対馬市民、特に子育てに関心をもつ親、�
　　　　　学校関係者、医療関係者など�
■目　的／子どもの心とその問題について�
　　　　　理解を深め心の健康づくりに。�
■開催日／11月19日（日曜日）�
　　　　　午後１時30分～午後４時30分�
■開催場所／対馬市交流センター（対馬市厳原町今屋敷）�

■プログラム�
　１．シンポジウム（13：30 ～15：30 ）�
　　　テーマ　「子どもの心の危機にどう対応するか」�
　　　講演１：「発達の視点から子どもを見る」　�
　　　　　　　　　　中庭洋一（中庭クリニック）�
　　　講演２：「心の発達と思春期」�
　　　　　　　　　　柴原誠一郎（長崎県立精神医療センター）�
　　　講演３：「子どもの姿、親の姿から学ぶもの」�
　　　　　　　　　　川頭信子（ながさき乳幼児精神保健研究会）�
　２．特別講演（15：30 ～16：30 ）�
　　　　「青少年の非行と犯罪」　松下正明（都立松澤病院顧問）�

　日本で骨髄移植を希望する患者さ

んは、毎年少なくとも2000人程度。

現在、骨髄バンクのドナー登録者は

約25万人。登録が30万人になれば、

希望するほとんどの患者さんにドナ

ーがみつかると言われています。�

「生きるチャンスを善意によって
広げてゆく」骨髄バンクの使命です。�
�

　ドナー登録の問い合わせ先�

　　対馬保健所地域保健課�

　　　☎０９２０（５２）０１６６�

　　骨髄移植推進財団�

　　　　０１２０（４４５）４４５�

臓器移植は、「いのちがつながる、

いのちがはじまる」医療です。｢臓

器提供意思表示カード」記入へのご

協力をお願いいたします。�

　問い合わせ先�

　　対馬保健所地域保健課�

　　　☎０９２０（５２）０１６６�

　　（社）日本臓器移植ネットワーク�

　　　　０１２０（７８）１０６９�

「子どもの心と子育て」開催�「子どもの心と子育て」開催�
主催　長崎県離島医療圏組合対馬いづはら病院�

市民公開講座�

フリー�
ダイヤル�

フリー�
ダイヤル�

命を救うのは、あなたかも�

２００２００６ 対馬シーカヤック対馬シーカヤック�
マラソン大会マラソン大会�

２００６ 対馬シーカヤック�
マラソン大会�日程／11月４・５日�

※４日※４日：プレイベント、プレイベント、５日５日：マラソン大会マラソン大会�

場所／豊玉町仁位浜（豊玉総合運動公園）（豊玉総合運動公園）�

日程／11月４・５日�
※４日：プレイベント、５日：マラソン大会�

場所／豊玉町仁位浜（豊玉総合運動公園）�

この大会へのお問い合わせは、この大会へのお問い合わせは、0920－52－1566実行委員会まで実行委員会まで�

５日１０５日１０：００スター００スタート→ト→浅茅湾30km・15kmコース�
→１６→１６：００表彰式　→後夜祭００表彰式　→後夜祭�

この大会へのお問い合わせは、0920－52－1566実行委員会まで�

５日１０：００スタート→浅茅湾30km・15kmコース�
→１６：００表彰式　→後夜祭�
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���

　
認
知
症
高
齢
者
の
暮
ら
し
や
介

護
な
ど
に
つ
い
て
ご
家
族
の
方
へ

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
今
回
は
専
門
の
精
神
科
の
先
生

の
お
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

■
対
象
／
認
知
症
高
齢
者
を
抱
え

る
家
族
（
介
護
中
、
施
設
入
所
中
、

以
前
介
護
し
て
い
た
）
・
認
知
症

に
つ
い
て
知
り
た
い
方�

■
厳
原
会
場
／
11
月
６
日（
月
）／

対
馬
保
健
所
３
Ｆ
会
議
室�

■
上
対
馬
会
場
／
11
月
７
日（
火
）

／
上
対
馬
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー�

■
時
間
／
両
会
場
と
も
15
時
〜
17

時（
受
付
14
時
45
分
か
ら
）�

■
内
容
／
①
座
談
会
〜
日
頃
の
介

護
の
こ
と
を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う

！
／
②
講
話
「
認
知
症
の
話
〜
認

知
症
の
理
解
と
対
応
〜
」
／
対
馬

い
づ
は
ら
病
院
精
神
科
医
師
　
伊

藤
美
年
（
11
月
６
日

厳
原
）／
平

井
寿
昭
（
11
月
７
日

上
対
馬
）�

■
参
加
の
お
申
し
込
み
、�

　
　
　
　
　
　
ご
不
明
な
点
は�

　
対
馬
保
健
所
地
域
保
健
課�

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
：
坂
口�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
６
６�

　
℻
０
９
２
０（
５
２
）７
４
０
３�

�����

��

■
受
験
資
格
／
中
学
校
卒
業
以
上�

（
平
成
19
年
３
月
卒
業
予
定
者
を

含
む
）
■
修
業
年
限
／
３
年
（
高

卒
同
等
資
格
付
与
）
■
募
集
人
員

／
本
科
30
名�

■
入
学
試
験
日
／
①
推
薦
入
学
／

平
成
19
年
１
月
26
日（
金
）／
願
書

受
付
期
間:
平
成
19
年
１
月
５
日

（
金
）〜
１
月
23
日（
火
）／
試
験:

作
文
、
基
礎
的
な
数
学
学
力
検
査
、

面
接
及
び
身
体
検
査
②
一
般
入
学

／
平
成
19
年
２
月
11
日（
日
）／
願

書
受
付
期
間:

平
成
19
年
１
月
５

日（
金
）〜
２
月
６
日（
火
）／
試
験

科
目:

国
語
、
数
学
、
英
語
、
面

接
及
び
身
体
検
査�

【
詳
し
く
は
、国
立
口
之
津
海
上
技

術
学
校
教
務
課
ま
で
】�

☎
０
９
５
７（
８
６
）２
１
５
１�

〒
８
５
９
‐
２
５
０
３�

長
崎
県
南
島
原
市
口
之
津
町
丁
５

７
８
２�

����

■
と
　
き
／
11
月
19
日（
日
）�

　
　
　
　
　
12
時
〜
16
時�

■
と
こ
ろ
／
豊
玉
文
化
会
館�

■
内
　
容
／
子
育
て
講
演
会
「
子

ど
も
の
心
が
見
え
ま
す
か
」
講
師

川
頭
信
子
氏�

○
園
児
・
職
員
・
保
護
者
等
に
よ

　
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン�

○
園
児
に
よ
る
お
茶
点
前�

○
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
・
く
じ
引
き
な

　
ど
の
お
店
も
出
ま
す
。�

☆
親
子
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ�

い
。
（
託
児
室
あ
り
）�

※
参
加
費
無
料
、ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
、

く
じ
引
き
も
無
料�

【
問
い
合
せ
先
】�

対
馬
保
育
会
事
務
局�

　
　
　
　
　（
親
愛
保
育
園
内
）�

☎
０
９
２
０（
５
２
）１
１
８
３�

介
護
家
族
の
つ
ど
い

介
護
家
族
の
つ
ど
い�

介
護
家
族
の
つ
ど
い

介
護
家
族
の
つ
ど
い�

介
護
家
族
の
つ
ど
い�対

馬
保
健
所�

（
社
）認
知
症
の
人
と
家
族
の
会�

国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校

国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校�

国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校

国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校�

国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校�

「
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
in
つ
し
ま

つ
し
ま
」�

開
催
開
催�

「
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
in
つ
し
ま

つ
し
ま
」�

開
催
開
催�

「
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
in
つ
し
ま
」�

開
催�

対
馬
保
育
会�

■対象施設／対馬市厳原自動車教習場�
■管理内容／対馬市厳原自動車教習場条例第６条
　　　　　　に規定する業務。�
■募集期間／10月10日（火）から11月９日（木）　
　　　　　　まで�
■指定期間／５年間�
■申請者の資格／同条例第６条２項に規定する資
　　　　　　　　格を有する者�

■問い合わせ先／対馬市総務部総務課財産管理班�
　　　　　　　　☎０９２０（５３）６１１１�
　　　　　　　　　　　　　　（内線４１６番）�

■パッチワーク講座（講師：美佐保志津子さん）�

　回数：６回／開催予定期間：11月20日～毎週

　月曜日／時間：20時～22時／場所：佐須地区

　公民館／申込期限：11月16日／定員：10名／

　備考：初心者のみ�

■エアロビクス講座（講師：川添幸美さん）�

　回数：３回／開催予定期間：11月９日～毎週

　木曜日／時間：20時～21時30分／場所：金田

　小学校体育館／申込期限：11月６日／定員：

　30名�

　受付場所及び連絡先�

　　対馬市佐須地区公民館�

　　〒817‐0248　厳原町小茂田713‐4�

　　☎ 0920（56）1111　FAX 0920（56）0520

■日時／11月18日（土）、19日（日）�
　　　　午前９時～午後５時�
■場所／対馬市交流センター３階大会議室�
■問い合わせ先�
　　対馬連合愛蘭会事務局　橘�
　　☎０９２０（５６）０２４９�

対馬連合寒蘭愛好会�

平
成
　
年
度�

生
徒
募
集�

19



��

　
対
馬
３
高
校
の
保
護
者
・
教
職

員
、
そ
の
他
、
本
研
修
会
に
関
心

を
お
持
ち
の
方
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。�

■
日
時
／
11
月
12
日（
日
）�

12
時
30
〜
15
時
50
※
別
途
11
時
よ

り
３
高
校
文
化
部
発
表
会
を
予
定�

■
場
所
／
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
２
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル�

■
内
容
／
開
会
行
事
12
時
30
〜
13

時
／
基
調
講
演
13
時
05
〜
14
時
／

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
14
時

15
〜
15
時
45
／
閉
会
行
事
15
時
45

〜
15
時
50�

■
主
題
「
対
馬
の
子
ど
も
は
対
馬

で
育
て
る
」
―
親
と
し
て
、
大
人

と
し
て
、
子
ど
も
と
ど
う
向
き
合

え
ば
い
い
の
か
―�

�����

　
同
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
昨
年
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
で
の
公
演
を
は
じ
め
、
例
年
、

全
国
各
地
で
演
奏
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。�

■
日
時
／
10
月
22
日（
日
）�

　
13
時
30
開
場
　
14
時
開
演�

■
場
所
／
対
馬
高
校
体
育
館�

■
入
場
／
一
般
の
方
の
入
場
は
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。�

【
申
込
先
】
対
馬
高
校

中
村
ま
で�

☎
０
９
２
０（
５
２
）１
１
１
４�

���

◆
募
集
内
容
／
プ
ロ
の
演
奏
家
ら

と
の
演
奏
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
プ
ロ
の
演
奏
家
に
よ
る
レ
ッ
ス

ン
）
の
参
加
者
を
募
集�

■
参
加
資
格
／
管
楽
器
演
奏
経
験

者
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
）�

■
申
込
方
法
／
市
内
の
公
民
館
や

学
校
な
ど
に
備
え
つ
け
の
申
込
用

紙
に
よ
り
お
申
込
く
だ
さ
い
。�

■
参
加
料
／
３
’
０
０
０
円�

【
問
合
せ
申
込
先
】�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課�

☎
０
９
２
０（
８
６
）３
７
２
７�

ま
た
は
対
馬
高
校（
担
当
　
中
村
）

☎
０
９
２
０（
５
２
）１
１
１
４�

◆
「
し
ま
の
芸
術
祭
」
日
程�

【
演
奏
会
】�

■
日
程
／
11
月
25
日（
土
）14
時
〜�

■
場
所
／
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

■
内
容
／
ゲ
ス
ト
＆
対
馬
高
校
吹

奏
楽
部
＆
一
般
参
加
者
に
よ
る
演

奏
会�

※
一
般
参
加
者
の
練
習
会
は
11
月

23
日
に
対
馬
高
校
で
行
い
ま
す
。�

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】�

■
日
程
／
11
月
26
日（
日
）10
時
〜�

■
場
所
／
対
馬
高
校�

■
内
容
／
ゲ
ス
ト
他
プ
ロ
の
演
奏

家
に
よ
る
管
楽
器
演
奏
の
レ
ッ
ス

ン�

���

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。�

　（
財
）日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
協
会
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

や
消
費
者
ロ
ー
ン
の
返
済
の
た
め

に
家
計
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た

方
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
し
て
、

生
活
再
建
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ

と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
公
益

法
人
で
す
。
返
済
が
困
難
に
な
っ

た
り
、
解
決
方
法
が
わ
か
ら
な
い

時
や
迷
っ
て
い
る
と
き
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。�

■
対
象
と
な
る
方
／
ク
レ
ジ
ッ
ト

や
消
費
者
ロ
ー
ン
の
利
用
者
で
、

複
数
の
債
権
者
に
対
し
て
多
重�

（
多
額
）の
債
務
を
負
い
、
返
済
が

困
難
な
方
や
そ
の
可
能
性
の
あ
る

方
で
、
返
済
意
欲
の
あ
る
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。�

（
営
業
で
返
済
が
困
難
に
な
っ
た

個
人
事
業
主
や
法
人
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
）�

　
遠
隔
地
の
方
や
相
談
の
内
容
に

よ
っ
て
は
、
他
の
適
切
な
公
的
機

関
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
は
電
話
に
よ
る
予
約
制
で

す
。�

■
専
門
性
の
高
い
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
相
談
に
応
じ
ま
す
／
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
は
弁
護
士
会
の
推
薦
を
受

け
た
弁
護
士
と
有
資
格
者
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
二
人
一
組
と
な
っ
て

お
答
え
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、

家
計
収
入
に
見
合
っ
た
弁
済
計
画

の
作
成
、
債
権
者
と
の
交
渉
な
ど

も
お
手
伝
い
し
ま
す
。�

　
ま
ず
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
個
人
情
報
は
厳
守
。
相
談
は

無
料
で
す
。�

【
多
重
債
務
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
】�

東
京
セ
ン
タ
ー�

☎
０
３（
３
２
２
６
）０
１
２
１�

福
岡
セ
ン
タ
ー�

☎
０
９
２
（
７
３
９
）
８
１
０
４�

名
古
屋
セ
ン
タ
ー�

☎
０
５
２
（
９
５
７
）
１
２
１
１�

【
受
付
時
間
】
月
曜
日
〜
金
曜
日�

（
祝
日
等
を
除
く
）、
10
時
〜
12
時

40
分
、
14
時
〜
16
時
40
分�

���

　
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
に

つ
い
て
、
建
設
事
業
主
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
者
の
理
解
と
関
心
を

深
め
、
雇
用
改
善
の
一
層
の
推
進

を
図
る
た
め
に
、
「
よ
り
よ
い
現

場（
し
ょ
く
ば
）で
働
き
た
い
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
中
央
及

び
地
方
に
お
い
て
各
種
行
事
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�
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対
馬
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

対
馬
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

研
修
会
の
案
内
に
つ
い
て

研
修
会
の
案
内
に
つ
い
て�
対
馬
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

対
馬
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

研
修
会
の
案
内
に
つ
い
て

研
修
会
の
案
内
に
つ
い
て�
対
馬
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

研
修
会
の
案
内
に
つ
い
て�

第
1818
回
長
崎
県
民
文
化
祭

回
長
崎
県
民
文
化
祭�

「
し
ま
の
芸
術
祭
」

「
し
ま
の
芸
術
祭
」参
加
者
募
集

参
加
者
募
集�

第
18
回
長
崎
県
民
文
化
祭

回
長
崎
県
民
文
化
祭�

「
し
ま
の
芸
術
祭
」

「
し
ま
の
芸
術
祭
」参
加
者
募
集

参
加
者
募
集�

第
18
回
長
崎
県
民
文
化
祭�

「
し
ま
の
芸
術
祭
」参
加
者
募
集�

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
ロ
ー
ン
な
ど
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
ロ
ー
ン
な
ど
の�

返
済
で
お
困
り
の
方
へ

返
済
で
お
困
り
の
方
へ�

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
ロ
ー
ン
な
ど
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
ロ
ー
ン
な
ど
の�

返
済
で
お
困
り
の
方
へ

返
済
で
お
困
り
の
方
へ�

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
ロ
ー
ン
な
ど
の�

返
済
で
お
困
り
の
方
へ�

11
月
は
月
は�

「
建
設
雇
用
改
善
推
進
月
間
」

「
建
設
雇
用
改
善
推
進
月
間
」�

11
月
は
月
は�

「
建
設
雇
用
改
善
推
進
月
間
」

「
建
設
雇
用
改
善
推
進
月
間
」�

11
月
は�

「
建
設
雇
用
改
善
推
進
月
間
」�

く
ら
し
き
作
陽
大
学

く
ら
し
き
作
陽
大
学�

ウ
イ
ン
ド

ウ
イ
ン
ド
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー�

対
馬
公
演

対
馬
公
演�

く
ら
し
き
作
陽
大
学

く
ら
し
き
作
陽
大
学�

ウ
イ
ン
ド

ウ
イ
ン
ド
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー�

対
馬
公
演

対
馬
公
演�

く
ら
し
き
作
陽
大
学�

ウ
イ
ン
ド
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー�

対
馬
公
演�

県
立
対
馬
高
等
学
校
芸
術
鑑
賞
会�

対馬いづはら病院職員
採用試験案内�

■試験職種／助産師、看護師�

■受験資格／助産師若しくは看護師の資

　　　　　　格を有する者（来春資格取

　　　　　　得の予定者含む）�

　　　　　　平成18年12月１日現在40

　　　　　　歳未満の者�

■受付期間／平成18年10月23日（月）�

　　　　　　　　　　～11月24日（金）�

■第一次試験日／平成18年12月１日（金）�

■採用予定日／平成19年４月１日�

�

【問い合わせ先】�
　対馬いづはら病院 総務係長�
　☎０９２０（５２）１９１０まで�
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（
住
所
）　（
氏
　
　
名
）（
年
齢
）

　
泉
　
　
久
田
　
春
代
　
83
歳

網
　
代
　
佐
伯
　
民
子
　
65
歳

網
　
代
　
富
安
　
実
雄
　
81
歳

玖
　
須
　
糸
瀬
　
タ
ケ
　
94
歳

　
琴
　
　
米
田
　
ト
メ
　
96
歳

小
　
鹿
　
姉
川
　
初
實
　
92
歳

中
　
山
　
大
石
　

子
　
83
歳

仁
　
位
　
牧
山
イ
サ
ヨ
　
82
歳

水
　
崎
　
井
上
　
　
多
　
74
歳

仁
　
位
　
佐
伯
　
富
惠
　
78
歳

千
尋
藻
　
須
川
　
一
男
　
66
歳

瀬
原
第
一
　
西
山
　
晴
行
　
47
歳

今
　
里
　
西
山
　
康
實
　
74
歳

賀
　
谷
　
根
〆
　
　
盛
　
76
歳

赤
　
島
　
牟
田
口
コ
ズ
エ
　
81
歳

樽
ヶ
浜
　
平
田
　
和
義
　
67
歳

南
　
室
　
山
本
　
竹
代
　
65
歳

久
田
道
　
小
島
　
和
子
　
71
歳

尾
　
浦
　
嘉
瀬
　
ル
イ
　
82
歳

田
　
渕
　
中
山
　
浪
江
　
80
歳

小
　
浦
　
小
島
庄
之
助
　
81
歳

久
　
田
　
平
山
ヤ
ス
ヱ
　
79
歳

田
　
渕
　
吉
田
　
勝
治
　
64
歳

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の

際
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た

方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�
お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
８
月
21
日
〜
９
月
20
日
受
付
分
）�

交通事故情報� 平成18年９月30日現在�

区　　分� 対馬南署管内�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

対馬北署管内�対馬市全体�

安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

49�
-13�
0�
0�
62�
-14

5�
-3�
0�
-1�
7�
-1

54�
-16�
0�
-1�
69�
-15

会　　　場� 担当弁護士�申　込　先�日　程�

【社協　豊玉支所】☎ 58‐0364１日（水）�

石橋龍太郎弁護士�
（九弁連）�

【社協　上 県 支 所】☎ 84‐216829日（水）�

大出夏海弁護士�
（対馬ひまわり基金法律事務所）�

【社協　美津島支所】☎ 54‐2429６日（月）�

上県町地域福祉センター�

対馬市交流センター�

豊玉町福祉センター�

20日（月）�

■11月の無料法律相談�

日　程� 会　　　場� 担 当 相 談 員�

11月７日（火）� 対馬市交流センター� 阿比留　朔、村岡　月子�

14日（火）� 上県町地域福祉センター� 岡野　利雄、廣澤　秀夫�

21日（火）� 対馬市交流センター� 横尾　悦代、佐伯　利之�

28日（火）� 上県町地域福祉センター� 佐伯　　繁、勝見　末利�

※相談の時間は午後１時～午後４時�
※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後4時まで）に予約をお願いします。�

■11月の心配ごと相談�

■問い合せ先…対馬市社会福祉協議会 地域福祉班 ☎0920－58－1432

※相談の時間は午前10時～午後３時30分�
※受付は当日会場で受け付けます。先着順で相談を受けます。�
※当日相談員が変更となる場合があります。ご了承下さい。�

【社協　厳原支所】☎ 52‐1169

■登記相談を実施します■�

■相 談 日：平成18年11月15日（水）�

■場　　所：対馬市　上県支所�

■相談時間：10時～12時、�

　　　　　　13時～15時�

長崎地方法務局対馬支局�
☎0920‐52‐6463診療時間　９：00～14：00（急患のみ）�

● 日曜・休日救急医療在宅当番医●�

11月３日�

 ５日�

12日�

19日�

23日�

26日�

山 上 医 院 �

佐 須 奈 診 療 所 �

仁 田 診 療 所 �

三 根 診 療 所 �

畑 島 医 院 �

佐 賀 診 療 所 �

山 上 　 睦 �

豊 田 信 寛 �

吉 田 一 郎 �

塩 見 秀 明 �

畑 島 　 陽 �

武 林 幸 子 �

（仁　位）�

（佐須奈）�

（仁　田）�

（三　根）�

（ 　知）�

（佐　賀）�

日　程� 診　　療　　所　　名� 医　師　名�

飲酒運転は�
犯罪です。�
飲酒運転は�
犯罪です。�

飲酒運転による痛ましい事故が後を絶ちません。�

飲んだら乗らない、乗るなら飲まない。�

そして、車を運転す人には酒を出さない。�

飲酒運転は絶対にやめましょう！�

山内良輝弁護士�
（九弁連）�

大出夏海弁護士�
（対馬ひまわり基金法律事務所）�

対馬市総合福祉保健センター�
 （美津島町 知）�

☎
０
９
２
０
（
５
２
）
８
８
５
５�
｝�

教
育
委
員
会
か
ら�

 

電
話
番
号
変
更
の
お
知
ら
せ�

　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、�

　
電
話
番
号
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
●
対
馬
市
立
つ
し
ま
図
書
館

│
☎
０
９
２
０
（
５
２
）
３
９
０
０�

　
●
教
育
委
員
会
南
地
区
事
務
所�

　
●
厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

第２（火）�

�

第1・2・3（水）�

�

毎週（水）午後�

�

第２（金）�

�

第１・３（水）�

�

�

毎週（水）�

�

第１（月）�

�

第３（土）�

�

毎週（木）午後�

14�

�

1・8・15�

�

1・8・15・22・29�

�

10�

�

1・15�

�

�

1・8・15・22・29�

�

6�

�

18�

�

2・9・16・30

8:30̃15:00�

�

8：30̃12：00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃16:00

13:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

  �

13:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

�

�

9:00̃12:00まで�

�

14:00̃17:00まで�

�

9:00̃15:30まで�

�

14:00̃17:00まで�

☆予約制となります。�

★内科医の紹介により診療予約となります。�

※生活習慣病外来について�

　対象：糖尿病、耐糖能障害、高血圧症、

　　　　高脂血症に限定�

　予約は不要です。�

　上記疾患に関する相談でもかまいません。�

　治療よりも、食事や運動など生活習慣の

　指導に重点をおいた外来です。�

　適宜、管理栄養士、理学療法士、薬剤師

　などによる指導も行います。�

◎特別診療のうち、長崎大学、国立病院長

　崎医療センター応援につきましては、空

　路欠航等により診療を中止する事があり

　ますので、事前に確認下さいますようお

　願いします。�

皮膚科…毎週月曜日から金曜日診療�

　　　　ただし、11/８（水）休診�

内科、外科、小児科、整形外科�

　　　…月曜日から金曜日まで毎日診療�

※１☆印は診療科（内科）よりの予約患者様

　　のみの診療を行っております。�

　２空路欠航の場合は他の医師が代診致し

　　ます。�

　３予防接種について、薬の常備がない場

　　合もありますので、電話等でお問い合

　　わせください。�

　４透析診療については、月曜日～土曜日

　　まで午前中に診療しますので、お問い

　　合わせください。�

　５予約制で事業所健診・社会保険生活習

　　慣病予防検診も行っています。�
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�
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�
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�
言語療法・摂食嚥下訓練�
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診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

毎年の「健康テレホンサービス」放送原稿を収載した、�
小冊子『健康一口メモ』を販売中です。�
第９～10集：１冊300円、第12～19集：１冊400円�
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息切れ�

圧迫骨折�

インフルエンザの予防接種�

耳閉感について�
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分娩時の大出血　その③胎盤早期剥離�
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土・日�

【長　崎】（095）826‐5511�
【佐世保】（0956）23‐4300
＊祝祭日は前日のテープが流れます。�
＊朝９時から翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが３分間流れます。�
＊曜日毎にテーマが決められ（日替りメニュー）、月毎にかわります。�
＊内容は専門の医師・歯科医師がつくります。�

長崎県保険医協会�
〒850‐0056 長崎市恵美須町2‐3‐2F�
TEL 095‐825‐3829／FAX 095‐825‐3893�
URL http://www.vidro.gr.jp  Eメール nagasaki-hok@doc-net.or.jp

健康テレホンサービス�健康テレホンサービス�24時間電話で健康を�
お届けします�
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※生活習慣病外来�
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（長崎医療センター）�
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（川　上　眞寿弘）�
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（津　村　圭　介）�

�

（長崎県立精神医療センター）�
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  9:00̃15:00まで�第４（水）� 29 8:30̃11:00

　　　　　　　　　　　　　当院の特診案内について、受診者の皆様から「広報つしま」への掲載の要望を頂戴し
　　　　　　　　　　　　　ておりますが、当院特診日程の確定が、「広報つしま」発行後となるため掲載するこ
とができません。このため、当院の特診案内につきましては、今後も当院の広報誌「なんじゃもんじゃ地域版」へ
の掲載のみとさせていただきます。ご理解とご協力を賜わりますようお願い申し上げます。�



■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。
24

　９月に入り市内の小・中・高等学校で秋の運動会が開催されました。台風接近

のため９月１７日（日）の開催が延期された学校もありましたが、各地での運動

会は例年通り盛り上がったようです。各学校のグラウンドには保護者や地域の人

々が数多く駆けつけ、子どもたちの成長ぶりを温かく見守っていました。
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